
 

 

 

令 和 ４ 年 度 決 算 付 属 資 料 

 

Ⅰ 主要な施策の成果に関する説明書 

Ⅱ 基 金 の 運 用 状 況 を 示 す 書 類 

 

（参考資料） 
令和４年度決算における新型コロナウイルス感染症の 
影響額について 

 

 

 

 

 

 

 

武 蔵 野 市



  

 

 



Ⅰ 令和４年度主要な施策の成果に関する説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第233条第５項の規定に基づき、令和４年度における主要な施策の

成果に関する説明書を提出します。 
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新型コロナウイルス感染症のまん延から３年以上が経過し、これまで本市感染症対策本

部会議にて幾重にも感染防止策、生活・経済支援策を講じてまいりましたが、令和５年５

月８日をもって感染症法上の位置付けが２類感染症相当から５類感染症に引き下げられま

した。この間の医療従事者の方々をはじめとするエッセンシャルワーカーの皆様、そして

多くの市民の皆様による多種多様な取組みに深く感謝を申し上げるとともに、これまでに

感染された方、今なお後遺症に悩まされている方々にお見舞い申し上げます。新型コロナ

ウイルス感染症は収束しつつありますが、新たな課題である物価高騰への支援等にも取り

組まねばなりません。本市では、市民のいのちと暮らし、まちの経済を守り、安心と活力

を取り戻すことを第一に、国や東京都の施策に本市独自の施策を織り交ぜつつ、市民に最

も身近な基礎自治体としての役割を果たすべくまい進してまいりました。 

令和３年１月に設置した新型コロナウイルスワクチン接種推進本部での度重なる議論

や武蔵野市医師会等の関係機関との協議を踏まえ、円滑かつ正確なワクチン接種に努めて

まいりました。むさしのエコreゾートや市民文化会館等を集団接種会場として活用したほ

か、市内医療機関の協力のもと個別接種も併行して進めました。重症化リスクの高い方の

接種はもちろんのこと、オミクロン株対応２価ワクチン接種、小児・乳児接種の体制も整

備しました。５類感染症に位置付けが変更された後も、引き続き接種を希望する方が安全

かつ確実に接種できるよう取り組んでまいります。 

 

令和４年度は、当初予算を「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ くらしと地域を

守り育む予算」と位置付け、長期計画の各分野に掲げられた施策を着実に推進するととも

に、新たな課題にも対応しながら、持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財源

を重点的かつ効率的に配分することを基本とし、市民福祉の向上に努めました。 

 

本市は昭和22年11月の市制施行から令和４年11月で75周年を迎えました。緑豊かで精彩

に富んだ武蔵野市の今を築いた先人の歩みを振り返るため、市制施行75周年記念事業を行

いました。これに合わせて市政運営の基本理念を明文化した武蔵野市自治基本条例の周知

に取り組んだほか、市勢要覧の発刊、プロモーションWEBサイトの開設を行いシビックプラ

イドの醸成に努めました。 

ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻から１年以上が経過し、多くの尊い命が失わ

れ、そして危機にさらされ続けている今、強く遺憾の意を示すとともに、平和の大切さを

痛感しています。本市では先述の市制施行75周年記念事業の一環として、中高生による青

少年平和交流派遣団を「青少年ピースフォーラム」や「平和祈念式典」への参加のために

長崎市に派遣しました。次世代を担う子どもたちが戦争の悲惨さ、平和の意義を学び、考

えを巡らせる端緒となるよう取り組みました。 

 

未来にわたり子どもの最善の利益を尊重する社会の実現を目指し、子どもの権利条例の

検討を行いました。権利の主体となる子どもが家庭、育ち学ぶ施設、地域等の一員として

自分らしく安心して暮らしていくことを念頭に、有識者等による本条例検討委員会での議

論に加え、２度のパブリックコメント手続き等を行いました。また、当事者の一員である

中高生世代のワークショップである「Teensムサカツ」にて意見を集めました。本条例前文
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に記された「子どもたちの言葉」は本ワークショップ等で寄せられた子どもからの意見に

よるものです。 

また、市民の意見を市政運営に活かす取組みの一つとして、自治体主催では全国初とな

る「武蔵野市気候市民会議」を開催しました。無作為抽出等により選ばれた市民の方が気

候変動対策について意見を交わし、市民生活に大きな影響を与える課題に対して当事者自

らが議論を重ねました。今後も既存の仕組みに捉われることなく、より納得感のある市政

運営に努めてまいります。 

 

次に、令和４年度の一般会計歳入歳出決算の概要を申し上げます。 

歳入決算額は792億7,194万２千円で、前年度と比べ15億6,893万７千円、1.9％の減とな

りました。前年度と比べ微減となりましたが、これは子育て世帯等臨時特別支援事業費補

助金14億893万７千円の減や住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金９億1,790万

円の減、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金４億999万２千円の減といった国

庫支出金の減によるものです。 

この一方で、市税収入は、431億3,239万３千円で、前年度と比べ32億401万７千円、8.0％

の増となりました。都市計画税は、新型コロナウイルス感染症による経済的影響を踏まえ

て令和３年度に限り行った軽減税率措置が終了し、通常の税率0.2％に戻ったことによっ

て前年度と比べ109.0％の増、個人市民税については、人口増の影響などにより前年度と比

べ3.4％の増となりました。また、物価高騰に対する経済支援策であるくらし地域応援券事

業などの財源として財政調整基金から７億6,941万８千円の繰入れを行いましたが、公共

施設整備基金繰入金が前年度と比べ４億9,966万６千円の減となったことなどにより、繰

入金全体では前年度と比べ1,874万９千円の減となりました。市債は自転車対策事業に伴

う借入れはあったものの、新学校給食桜堤調理場建設事業に伴う借入れの減により、前年

度と比べ12億4,770万円の減となっています。 

歳出決算額は751億1,408万４千円で、前年度と比べ18億8,458万６千円、2.4％の減とな

りました。歳入と同様、子育て世帯への臨時特別給付金12億5,100万円の減や住民税非課税

世帯等臨時特別給付金９億720万円の減、新型コロナウイルスワクチン個別接種３億173万

９千円の減のほか、新学校給食桜堤調理場建設工事20億7,143万８千円の減が主な要因と

なります。これに対して、公共自転車駐車場用地の購入５億1,850万円の増や中学校改築に

係る既存校舎解体工事４億4,612万４千円の増、校舎建設用地の土地購入２億6,194万６千

円の増などの必要な投資も行いました。新型コロナウイルス感染拡大防止策及び経済支援

策に加えて、年度当初からの急激な物価高騰への対策などを講じつつも、国及び都支出金

の確保、世代間の負担の公平性や後年度の財政負担などに配慮したうえでの市債の活用、

基金の取崩しなどにより財源を確保し、適正な財政運営に取り組んでまいりました。 

令和４年度の歳入歳出差引額は41億5,785万８千円、次年度への繰越財源１億8,214万円

を除いた実質収支額は、39億7,571万８千円、前年度比１億5,963万６千円、4.2％の増とな

りました。 

 

現在の財政状況は健全な水準を維持しているといえますが、今後、歳出面では社会保障

費にあたる扶助費や保険給付費の増加、老朽化した公共施設及び都市基盤の更新費用など
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の大幅な増加が見込まれています。また、新型コロナウイルス感染症の影響やウクライナ

情勢、それらに起因する物価高騰等、これまで以上に社会情勢の変化が著しく、不確実性

が増しています。限りある財源を活用して持続可能な市政運営を進めていくとともに、長

期計画に掲げた事業を着実に実施し、「誰もが安心して暮らし続けられる 魅力と活力が

あふれるまち」であり続けられるよう、引き続き取り組んでまいります。 
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以下、令和４年度の主要な施策の成果について申し上げます。 

 

１ 健康・福祉分野の成果 

【まちぐるみの支え合いを実現するための取組み】 

長寿をお祝いするとともに、コロナ禍で外出機会が少なくなっている高齢者のフレイル

予防、社会参加のきっかけになるよう、新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで、

敬老福祉の集いを３年ぶりに開催しました。 

いきいきサロン事業では、高齢者の社会的孤立感の解消と健康寿命の延伸を図り、住み

慣れた地域で在宅生活を送れるようにすることを目的として、地域住民団体やＮＰＯ法人

などの運営団体を支援しました。また、新型コロナウイルス感染症対策として、補助金の

追加交付、活動場所の提供及び活動時間の短縮を行いました。 

北町高齢者センターについて、施設の老朽化や開設当初と利用状況の変化などを踏まえ、

「北町高齢者センターあり方懇談会」を設置・開催し、今後のあり方についての報告書を

作成しました。 

 

【生命と健康を守る地域医療充実への取組みと連携の強化】 

自宅療養者支援センターの運営を行い、新型コロナウイルス感染症による自宅療養者及

び療養先を調整中の方に対する食料品・日用品の支援、安否確認、心配事の相談受付など、

自宅で療養される方の支援を令和３年度に引き続き実施しました。 

在宅医療と介護の連携を推進することを目的に、連携における課題の抽出と対応策の検

討を行う「在宅医療・介護連携推進協議会」を２回開催しました。また、医療と介護関係

者の多職種連携を推進するための研修「在宅訪問時におけるトラブル（危機管理）・ハラス

メント」をオンラインで行いました。武蔵野市医師会に委託した「在宅医療介護連携支援

室」では医療・介護関係者からの相談や調整に対応しました。市民を対象とした在宅療養

に関する普及啓発のため、セミナーも開催しました。 

 

【安心して暮らし続けられるための相談支援体制の充実】 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速や

かに生活・暮らしの支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり10万

円の給付金支給事業を令和３年度から継続して実施しました。これに加え、電力・ガス・

食品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯等に対し

て、１世帯当たり５万円の給付を実施しました。 

「8050問題」やひきこもり等多様かつ複合的な課題を抱える方からの相談窓口として、

令和３年４月に設置した福祉総合相談窓口について、令和４年度から専任の福祉相談コー

ディネーターを１人増員して体制強化を図りました。ひきこもり支援事業にも力を入れ、

ひきこもりについて正しい理解を持つことを目的とした市民向け講演会や、他市区との広

域連携事業「ひきこもりＵＸ女子会」を開催しました。 

- 4 -



 

令和４年度から、９月を「健康長寿のまち武蔵野推進月間 楽しく！元気に！長生き!!」

とし、高齢者を中心に幅広く市民への認知症に対する正しい理解及びフレイル予防に関す

る普及・啓発を主眼とした講演会等の事業を実施しました。また、令和５年２月の「いき

いき健康 地域プロジェクト」は、地域におけるフレイル予防の実践の場と位置付け、在

宅介護・地域包括支援センターのある各圏域で運動及びフレイル予防に関する講座を実施

しました。 

 

【福祉人材の確保と育成に向けた取組み】 

地域包括ケア人材育成センターにおいて、人材育成事業、研修・相談事業、就職支援事

業、事業者・団体支援事業の４つの事業を一体的に展開しました。オンラインの活用によ

る研修を継続し、ＳＮＳを活用した広報、医療的ケアに従事する介護職員の養成など総合

的な介護人材の確保、育成を行いました。 

「まちぐるみの支え合いの仕組みづくり」に向けて、ケアリンピック武蔵野2022では介

護・看護事業者等における先進的な取組みを共有し、サービスの質の向上を図るとともに、

介護・看護職員が誇りとやりがいを持って働き続けられるよう支援しました。 

 

【新しい福祉サービスの整備】 

障害者福祉センターの建替えに向け、利用登録団体、利用者、事業者、近隣住民等の意

見を踏まえ基本計画を策定し、基本理念や基本方針などを示しました。 

保健センターの増築及び大規模改修を行い、保健衛生機能を充実させ、かつ、子どもと

子育て家庭への支援施設を含む複合施設として整備します。令和４年度は事業のあり方に

ついて精査・検討のうえ、基本計画を策定し、基本設計に着手しました。 

看護小規模多機能型居宅介護の整備に向けて、サウンディング型市場調査により公募内

容の検討を行い、吉祥寺南町３丁目市有地において公募を実施しました。 

 

２ 子ども・教育分野の成果 

【子どもたちが希望を持ち健やかに過ごせるまちづくり】 

子育て世代包括支援センターの運営を行い、妊娠期から全ての子どもと子育て家庭が地

域から孤立することなく安心して子育てができるよう支援を行いました。「共助による子

育てひろば事業」や当事者ボランティアの育成、支援者のつながりを目的としたボランティ

ア養成講座を実施し、多様な主体による子育て支援の充実を図りました。地域の相互援助

活動による子育て家庭への支援として、ファミリー・サポート・センター事業を実施した

ことに加え、切れ目ない支援の入口である「ゆりかごむさしの面接」を行った妊婦に対し

て「子ども・子育て応援券」を配付しました。 

また、子ども一人ひとりの健やかな成長のため、保健師などの専門職が全ての妊産婦と

その家族に寄り添い、支援を行いました。新たに「出産・子育て応援事業」を開始し伴走

型相談支援と経済的支援を一体的に実施し、子ども子育て支援関連部署等との連携強化に
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より切れ目のない相談支援を推進しました。 

 

【安心して産み育てられる子育て世代への総合的支援】 

０歳から18歳までの全ての子どもの保健向上と子育て家庭の経済的な負担軽減を目的

として、令和３年度に開始した高校生等の入院医療費に係る保険診療自己負担分の助成を

拡充し、令和４年度からは通院・調剤等に係る保険診療自己負担分についても助成を行い

ました。 

就労等により子どもの学童利用を希望する保護者が増加している一方、市立小学校内で

の育成スペースの確保が難しくなっていること、また、就労の多様化に対応する必要もあ

ることから、民間事業者による学童クラブの市内での開設の支援を行いました。 

 

【子どもと子育て家庭を地域社会全体で応援する施策の充実】 

青少年に対する本市の総合的施策の実施を推進し、青少年の健全育成を図るため、青少

年問題協議会定例会の開催及び地区委員会活動に対する補助を行いました。定例会では青

少年健全育成に関わる機関が情報共有や意見交換を行い、地区委員会ではどんど焼きや美

化運動などのほか、地域の特徴を生かした活動を通じて青少年健全育成の促進を図りまし

た。 

期末報償金補助金による保育士等の処遇改善、国や東京都の制度を活用した職員用の宿

舎の借上げ補助、保育補助者の雇上げに対する補助等、保育人材の確保、定着及び離職防

止を目的とした支援を行いました。 

 

【子どもの「生きる力」を育む】 

新型コロナウイルス感染症の影響により中止していた「むさしのジャンボリー事業」の

再開準備事業として、５地区では市立自然の村での１泊２日のキャンプを実施したほか、

３地区では二俣尾・武蔵野市民の森「自然体験館」でのキャンプを行うなど、11地区で代

替事業を実施しました。 

令和２年度に整備した学習者用コンピュータを使用して、効果的な活用のために必要な

知見を蓄積するとともに、学習者用コンピュータ活用検討委員会において、デジタル・シ

ティズンシップ教育の計画や学習者用コンピュータによる健康面の影響等について研究し

ました。学校で行われる授業については発達段階に合わせた活用計画やデジタル・シティ

ズンシップ教育の考え方を検討し、各教員の工夫のもとで学習者用コンピュータを活用し

た様々な授業実践が行われました。 

教育支援センター等での教育相談を通じて子どもの成長発達を支援しました。また、ス

クールソーシャルワーカーを中心に不登校対策を推進し、「むさしのクレスコーレ」の運営

体制を強化しました。さらに、校内支援体制を強化するために常駐型の「家庭と子どもの

支援員」を新たに３校に配置しました。 
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【教育環境の充実と学校施設の整備】 

第一中学校及び第五中学校は、令和４年８月に仮設校舎に移転しました。その後、既存

校舎の解体工事に着手し、新校舎及び新体育館の実施設計を完了しました。第五小学校及

び井之頭小学校は、地域住民、保護者、教職員等の意見を踏まえ、基本計画を策定しまし

た。また、児童増対策である関前南小学校増築事業について、令和４年度は増築棟の設計

及び電気配線の切り回し工事等を実施しました。 

市講師や学習指導補助員の配置による教員の持ち時数削減及び学習指導補助、学習支援

教室の実施による補充的な学習指導により、教員の働き方改革の推進、教材研究等の充実

や個に応じた指導を行い、授業の質の向上を図りました。特に単独で教科指導を行うこと

のできる市講師については、小学校では学級担任に代わり外国語、理科、家庭科など各校

の実態に応じて配置され、専門性の高い授業が実施されました。 

 

３ 平和・文化・市民生活分野の成果  

【多様性を認め合い尊重し合う平和な社会の構築】 

男女平等の推進に関する条例に基づき、研修・啓発、情報収集・提供、団体支援、相談

事業、調査・研究等を行いました。また、パートナーシップ制度を令和４年４月に開始し、

令和５年３月時点で17組にパートナーシップ届受理証を交付しました。 

日本人と外国人がともに理解し、尊重し合い、活躍できる環境の整備を積極的に図るた

め、令和３年度に実施した外国籍市民意識調査及び令和４年度の市民意識調査の結果や多

文化共生推進懇談会からの意見及び助言をもとに、武蔵野市多文化共生推進プランを策定

しました。 

 

【災害への備えの拡充】 

東京都の首都直下地震等の被害想定や新型コロナウイルス感染症の流行、火山の噴火予

測の更新、気候変動を受けた台風や大雨の頻発化・激甚化等を踏まえ、令和５年１月の防

災会議で武蔵野市地域防災計画を改定しました。 

災害時に自宅での生活が継続できず、ペットと同行避難する場合を想定し、中学校６か

所の避難所において、動物用ケージの備蓄を行いました。また、同行避難マニュアルの作

成に向けて、避難所運営組織との調整を行いました。 

 

【安全・安心なまちづくり】 

市民安全パトロール隊やホワイトイーグル等によるパトロール、商店会等に対する防犯

カメラの設置・管理支援、自動通話録音機の無償貸与による特殊詐欺被害防止対策など犯

罪の未然防止に取り組みました。また、武蔵野市つきまとい勧誘行為の防止及び路上宣伝

行為等の適正化に関する条例の一部改正に伴い、新たに飲食店による客引き行為等に対し

て、ブルーキャップにより指導等を行いました。 
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高齢者や若者の消費者トラブルを防ぐため、市内の高齢者団体及び市立中学校２、３年

生に向けて出前講座を行いました。また、市内を走行するバス車内に啓発ポスターを掲示

するとともに、その他啓発の講座等は新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行いつ

つ事業を実施しました。 

 

【地域社会と市民活動の活性化】 

市民によるコミュニティづくりが活発に行われるよう、16のコミュニティ協議会による

コミュニティセンターの管理運営及びコミュニティ活動の支援を行いました。また、施設

の適切な維持修繕を行うとともに、コミュニティセンター整備計画に基づき吉祥寺北コ

ミュニティセンターの大規模改修を行いました。 

地域における公益的な市民活動の促進と活性化を図るため、第二期武蔵野市市民活動促

進基本計画に基づき、職員研修を行うとともに団体へのクラウドファンディング補助金等

による財政的支援を行いました。 

 

【豊かで多様な文化の醸成】 

令和５年度に築60年を迎える武蔵野公会堂について、有識者会議を設置し、専門的見地

からの意見を聴取するとともに、アンケートやワークショップ等での市民意見を踏まえ、

改修等のための基本計画を策定しました。 

武蔵野アール・ブリュット2022について、市民で構成された実行委員会との協働により、

全市的な周知を図るため、令和４年度は武蔵野プレイス及び吉祥寺駅南北自由通路「はな

こみち」でのパネル展示やワークショップ等を実施しました。 

まちの魅力発信と観光推進のため、観光機構等と連携し、案内マップ等の改訂や密集を

伴わないイベントへの補助などを実施し、また、新型コロナウイルス感染症収束後の新し

い観光需要を見据え、杉並区等との地域連携事業の検討や市内のコンテンツイベントへの

協力等を行いました。 

 

【多様な学びや運動・スポーツ活動の推進】 

令和４年度で21年目となった土曜学校は、子どもたちの「生きる力」を育む体験活動を

提供するため、サイエンスクラブ、五大学と連携した講座等を実施しました。 

文化財の普及啓発を図るため、文化財保護委員による特別講義、古文書解読講座、むさ

しのばやしチビッコ教室を開催しました。また、武蔵野ふるさと歴史館において、年４回

の企画展示や学校教育と連携した見学受入れ及び出張講義を実施しました。 

 

【まちの魅力を高め豊かな暮らしを支える産業の振興】 

農地の持つ防災や環境保全等の多面的機能をより発揮させるとともに、地域住民に配慮

した基盤整備により貴重な都市農地の保全を図りました。 
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事業者等が相互連携し、新たな商品や事業を起こす仕掛けづくりの場を作ることを目的

として、「CO+LAB MUSASHINO」事業を実施しました。「食と農」をテーマに市内飲食店と市

内農家の連携に取り組み、農産物品評会と同時開催したお披露目イベントでは約１万５千

人が来場しました。 

令和２、令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に対する緊急経済対

策として、市内の空き店舗や空き事務所に出店し、かつ、商店会等に加入した中小企業者

等に対し商店会活性出店支援金を支給しました。加えて、令和２、令和３年度の本制度の

実績、事業者・商店会へのヒアリングを含めた報告書を作成しました。 

新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢等の影響に対する緊急経済対策として、市

民への生活支援と市内事業者支援を目的に、5,500円分のくらし地域応援券を全市民に配

付しました。 

 

４ 緑・環境分野の成果  

【刻々と変化する環境問題への対応】 

環境啓発を目的として、連続講座「環境の学校」、緑関連講座「環境の学校Greenプロジェ

クト」、高校・大学生対象の「環境の学校ＰＲプロジェクト」、環境展、むさしの環境フェ

スタ、市民団体等が活動発表する「むさしのエコ・チャレンジ」を開催したほか、駅周辺

でのポップアップ事業や、若年層による環境団体等取材記事のWEB掲載等を実施しました。 

無作為抽出等により選ばれた市民68人による気候市民会議を全５回開催し、2050年ゼロ

カーボンシティの実現に向けた気候変動対策について議論を行いました。「気候危機打開

武蔵野市民活動プラン（仮称）」の作成に向けて、会議で出た意見や参加者アンケートの結

果の整理を行い、会議の「実施の記録」を作成しました。 

 

【地球温暖化対策の推進】 

改築等が予定されている公共施設において、一層の省エネ・創エネ化を推進するため、

公共施設の環境配慮指針の策定に向けて、本市が達成すべきエネルギー消費性能、備える

べき設備等の基準の検討を行いました。 

近年増大している局地的大雨等による浸水被害の軽減及び水環境の保全を図るため、わ

んぱく公園に雨水貯留浸透施設の設置を行いました。 

 

【「緑」を基軸としたまちづくりの推進】 

魅力的で安全安心な潤いある都市環境の推進を目指し、公園施設の改修を行うとともに、

子どもたちの遊び場の充実を図るため、西久保３丁目に西久保はらっぱ公園を新設し、中

央高架下公園とわんぱく公園のリニューアル工事を実施しました。また、これまで一部借

地公園となっていた西久保１丁目の野鳥の森公園の用地を取得しました。市内の街路樹に

ついては、良好な桜並木保全のため不健全な桜の植替えを行いました。 

民有地の緑を守る一環として、保存樹林などの指定制度により、所有者の適正な維持管
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理を支援するため、助成金の交付、樹木医の派遣及び倒木保険への加入を行いました。 

 

【省エネルギー・省資源型の持続可能な都市の構築】 

リユースの促進のため、令和４年度当初15か所の設置だったリユース掲示板むさしのエ

コボを新たに18か所増設しました。Ecoパートナー認定表彰制度において27事業者の認定

表彰を行いました。 

安全・安心で安定的かつ効率的なごみの収集・処理体制を継続すべく、本市の廃棄物行

政の方針や取組みを示すものとして、武蔵野市一般廃棄物処理基本計画を改定しました。 

 

【様々な環境の変化に対応した良好な生活環境の確保】 

武蔵境駅南口トイレについて、便器の洋式化やバリアフリー化、歩行者空間の確保を図

るため、境南ふれあい広場公園敷地内に武蔵野プレイスのデザインと調和した外観の公衆

トイレを移設しました。 

市内３駅周辺に設置した閉鎖型喫煙所の利用を促進するとともに、啓発にも力を入れ、

まちの環境美化と受動喫煙防止を図りました。 

 

５ 都市基盤分野の成果 

【個性あふれる魅力的な地域のまちづくり】 

街並みの不連続や歩行環境を阻害する傾向のある建物敷地単位で規定される駐車場附

置義務制度について、吉祥寺エリアの地域ルールを検討し、まちのにぎわいの維持とウォー

カブルなまちづくりを推進するため、地域の駐車施設供給量及び需要量の現況調査等、現

状の整理を行いました。 

 

【将来にわたり持続性ある都市基盤づくり】 

令和５年度から２か年で水銀灯の装飾街路灯約400基のＬＥＤ化を実施するため、令和

４年度は装飾街路灯の劣化調査を実施しました。 

武蔵野市下水道総合計画見直し及び下水道事業経営の在り方等検討委員会について、令

和３年度に引き続き、令和４年度は６回開催し、武蔵野市下水道総合計画、武蔵野市下水

道事業経営戦略及び下水道使用料の見直しについて、外部有識者等の意見聴取を行い、計

画等を作成しました。 

今後の下水道施設の老朽化対策による事業量増加への対応や効率的な事業運営等を安

定的に実施するため、令和６年度からの長期包括契約方式の試行的導入に向け、令和４年

度は、サウンディング型市場調査による民間事業者の意向等を踏まえ、長期包括契約方式

の事業内容の詳細検討及び事業費の算出を実施する等の準備を着実に進めました。 
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【誰もが利用しやすい交通環境の整備】 

自転車のルール・マナー向上と自転車利用環境の整備を目的として、市内で自転車を利

用する中学生以上の方を対象に自転車安全利用講習会等を開催するとともに、自転車走行

空間補修工事、整備検討等を行いました。 

 

【安全で快適な道路ネットワークの構築】 

都市計画道路３・４・２号線（天文台通り）について、第三次みちづくり・まちづくり

パートナー事業として東京都から受託し、用地取得に向け、土地の調査や測量、分筆登記

資料の作成を行いました。令和４年度は約236平方メートルの用地を取得し、地権者の再建

に合わせて仮整備工事を実施しました。 

 

【活力とにぎわいのある駅周辺のまちづくり】 

令和３年５月に立ち上げた庁内プロジェクトにより、まちの将来像を検討するための資

料「吉祥寺パークエリアまちの将来像立案に向けて」を作成しました。 

吉祥寺駅南口を中心とした交通環境の改善に向け、「吉祥寺駅南口交通環境基本方針の

策定に向けた考え方」を取りまとめ、吉祥寺駅南口駅前広場整備後の交通課題の整理や交

通環境改善に向けた検討を進めました。 

交通環境基本方針の策定に向け、「三鷹駅北口交通環境基本方針の策定に向けた考え方」

の中で示した交通体系の再編や駅前広場の再整備等について、研究会、オープンハウス、

ワークショップ等を通じて地域の方々と意見交換を行い、意向を取りまとめました。 

 

６ 行財政分野の成果 

【市民参加と連携・協働の推進】 

中央線沿線の５市が連携し、子どもたちに大規模で高度な感動体験を提供する事業「子

ども体験塾」として、令和４年度は「環境」をテーマに、デジタルスタンプラリーやワー

クショップ、発電体験、有識者による講演会、プロジェクションマッピングなどを実施し

ました。 

令和６年度からの５年間を計画期間とする武蔵野市第六期長期計画・調整計画を策定す

るため、策定委員会を設置し、市民参加、議員参加、職員参加をはじめとする「武蔵野市

方式」により検討を進めました。令和５年２月には計画策定に向けて特に議論すべき課題

や論点をまとめた討議要綱を公表し、パブリックコメントや意見交換会等を実施しました。 

 

【効果的な広報・広聴の仕組みづくりとシティプロモーション】 

令和３年度に開始したホームページ管理システムの更改について、予定どおり更改作業

を進め、令和４年11月１日に公式ホームページをリニューアルしました。従来の機能を維
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持しつつ、情報の検索性向上やスマートフォン対応の充実を図ったほか、セキュリティ機

能及び災害時対応を強化しました。 

市民との対話を通じて、様々な意見や提案を聴き、今後の市政運営に活かすため「市民

と市長のふれあいトーク」を４回開催しました。テーマ別では、市内で活動している団体

や個人と意見交換を行い、地域別では、コミュニティ協議会と共催し、当該地域における

課題等、参加者との対話を通じ市民ニーズの把握等を行いました。 

 

【公共施設等の再構築と市有地の有効活用】 

旧赤星鉄馬邸の利活用に関する有識者会議及び市民ワークショップの実施により検討

を開始しました。また、２日間の建物見学ツアーを行い、周知を図りました。加えて、登

録有形文化財の登録手続きを進め、令和４年10月31日に文化庁により登録されました。 

 

【社会の変化に対応していく行財政運営】 

武蔵野市第六期長期計画・調整計画策定にあたり、基礎資料となる30年後までの人口推

計を実施しました。推計結果を踏まえ、長期的な見通しをもって議論を進めてまいります。 

業務効率化や意思決定の迅速化を目指して、文書の電子化や電子決裁の導入を進めるに

あたり必要な事項を専門家の支援を受けながら検討し、取り組むべき課題や対応案の洗出

しを行いました。 

ＣＩＯ補佐官を任用し、本市のＤＸの全体マネジメントへの支援として、機運の醸成に

向けた研修等に取り組みました。また、デジタル化推進アドバイザー業務にて、ＩＣＴ導

入の妥当性評価や利活用の支援を実施しました。 

令和４年12月に武蔵野市個人情報の保護に関する条例ほか３件の議案を上程し、関係す

る条例の制定・改廃を行いました。令和５年３月に個人情報ファイル簿を作成したほか、

総務省の「地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」の改

定を受け、市情報セキュリティ対策基準の改定方針を定めました。 

 

【多様な人材の確保・育成と組織の活性化】 

弁護士資格を有する会計年度任用職員を任用し、市管理職と２人で行政不服審査制度の

審理員を担う体制としました。弁護士の法的な知見を活用することで、適正な審理の実施

につながったほか、市管理職の審理能力の向上を図りました。 

障害者の就労支援、雇用促進のため、障害のある会計年度任用職員を任用しました。ま

た、障害や障害者就労に対する職員理解の推進を図るため、障害者の庁内実習及び障害者

就労の理解向上研修を実施しました。 

 

 

以上、令和４年度の主要な施策の成果についてご説明申し上げました。なお、施策ごと

の決算額については、成果一覧表をご参照いただければと存じます。 

よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 
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Ⅱ 令和４年度基金の運用状況を示す書類 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第241条第５項の規定に基づき、令和４年度の基金の運用状況を報

告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武 蔵 野 市 長  松 下 玲 子 

 



１　令和４年度国民健康保険高額療養費貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位　円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位　円)

　　イ　利子収入の状況 (単位　円)

繰 越 現 金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 0 0 3,000,000

10 0 3,000,000 0 0 3,000,000

11 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12 0 3,000,000 0 0 3,000,000

1 0 3,000,000 0 0 3,000,000

2 0 3,000,000 31,000 31,000 2,969,000

3 0 3,000,000 0 31,000 2,969,000

計 0 31,000

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配当
金、14市民生活総合基金利子収入)へ納付
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位　円)

　(３)運用結果 (単位　円)

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

31,000 0 31,000

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 2,969,000

貸付未収金 31,000
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２　令和４年度国民健康保険出産費資金貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位　円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位　円)

　　イ　利子収入の状況 (単位　円)

繰越現金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 0 0 3,000,000

10 0 3,000,000 0 0 3,000,000

11 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12 0 3,000,000 0 0 3,000,000

1 0 3,000,000 0 0 3,000,000

2 0 3,000,000 0 0 3,000,000

3 0 3,000,000 0 0 3,000,000

計 0 0

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配当
金、14市民生活総合基金利子収入)へ納付
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位　円)

　(３)運用結果 (単位　円)

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

0 0 0

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 3,000,000

貸付未収金 0
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３　令和４年度高額介護等サービス費貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位　円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位　円)

　　イ　利子収入の状況 (単位　円)

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配
当金、14市民生活総合基金利子収入）へ納付

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

計 0 0

3 0 3,000,000 0 0 3,000,000

2 0 3,000,000 0 0 3,000,000

1 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12 0 3,000,000 0 0 3,000,000

11 0 3,000,000 0 0 3,000,000

10 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

繰越現金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位　円)

　(３)運用結果 (単位　円)

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 3,000,000

貸付未収金 0

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

0 0 0
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（金額欄における予算は当初予算を計上）

(1) 健康・福祉
基本施策１ まちぐるみの支え合いを実現するための取組み

事　業　名 施策の概要と成果
シニア支え合いポイント制度の
推進

《民生費○一般管理経費》《介護保
険事業会計　地域支援事業費○一般
介護予防事業費》
［地域支援課、高齢者支援課］

2 敬老福祉の集い

《民生費○敬老記念事業》
［高齢者支援課］

3 いきいきサロン事業

《民生費○社会参加促進事業》
［高齢者支援課］

4 レモンキャブ事業

《民生費○移送サービス事業》
［高齢者支援課］

5 テンミリオンハウス事業

《民生費○テンミリオンハウス事
業》
［高齢者支援課］

令和４年度主要な施策の概要と成果一覧

予算
決算

99,545
97,252

市内で７か所のテンミリオンハウスを開所し、ミニデイサービスな
ど、地域のニーズに応じた特色ある共助の事業を展開した。テンミ
リオンハウスに通うことで、介護予防、健康増進、趣味活動や仲間
づくりの促進など、高齢者や乳幼児親子の地域とのつながりが深ま
り、生活の質の向上につながった。令和３年度に引き続き、新型コ
ロナウイルス感染症対策として、事前予約制、身体的距離の確保に
伴う定員の制限、フレイル予防推進プログラムを実施するととも
に、補助金の追加交付、開設時間の短縮を行った。また、物価高騰
に伴う追加交付を行った。
①川路さんち　  開所日数　235日　延利用人数　1,836人
②月見路　　　  開所日数　278日　延利用人数　4,222人
③そ～らの家　  開所日数　295日　延利用人数　5,157人
④きんもくせい　開所日数　293日　延利用人数　6,040人
⑤花時計　　　　開所日数　249日　延利用人数　5,059人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （高齢者）　3,682人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （乳幼児）　1,178人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （児童）　　　199人
⑥くるみの木　  開所日数　284日　延利用人数  5,646人
⑦ふらっと・きたまち
　　　　　　　  開所日数　242日　延利用人数  2,667人

予算
決算

金 額（千円）

7,831
5,584

高齢者の社会的孤立感の解消と健康寿命の延伸を図り、住み慣れた
地域で在宅生活を送れるようにすることを目的とした事業で、地域
住民団体やＮＰＯ法人などの運営団体の支援を行った。新型コロナ
ウイルス感染症対策として、補助金の追加交付、活動場所（市立施
設）の提供、活動時間の短縮を行った。
・実施回数　　 　 889回
・市内利用者数　8,159人
・多世代交流プログラム　実施回数２回／対象者数 ４人
・共生社会プログラム　  実施回数92回／対象者数126人
・利用登録者数    362人（令和５年３月31日時点）
・安否確認人数    261人
※令和４年度は23団体が運営

1 予算
決算

3,722
3,346

新型コロナウイルス感染症の影響下にあったものの、感染症対策を
行ったうえで説明会を10回実施し、22人が新たにシニア支え合いサ
ポーターとなり、令和５年３月31日時点で登録者は475人となった。

予算
決算

10,305
8,473

長寿をお祝いするとともに、コロナ禍で外出機会が少なくなってい
る高齢者のフレイル予防、社会参加のきっかけになるよう、新型コ
ロナウイルス感染症対策を講じたうえで、敬老福祉の集いを３年ぶ
りに開催した。

予算
決算

29,523
28,075

ひとりで公共交通機関を利用することが困難な方の外出を支援する
ため、地域のボランティアが運転する福祉型軽自動車によりドア・
ツー・ドアの移送サービスを実施した。事業を継続して実施するた
め、運行管理手当の拡充とともに、運行管理者・副運行管理者の確
保・育成を図った。また、ガソリン代高騰に伴い委託事業者に追加
で委託料を支出した。
・運行範囲　市内及び近接市区（三鷹市・小金井市・西東京市・杉
並区・練馬区）
・利用料金　年会費1,000円　運行費800円／30分
・運行回数　　　 15,235回
・運行日数　 　　 　288日
・登録会員数　　 　 923人（令和５年３月31日時点）
・運行協力員数　 　  43人（令和５年３月31日時点）
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6 北町高齢者センターあり方懇談
会

《民生費○北町高齢者センター管理
運営事業》
［高齢者支援課］

7 障害者差別解消の推進

《民生費○一般管理経費》
［障害者福祉課］

8 食育推進事業

《衛生費○食育推進事業》
［健康課］

9 がん検診等事業の推進

《衛生費○老・成人保健事業》
［健康課］

10 若年層健康診査事業

《衛生費○老・成人保健事業》
［健康課］

11 第４期健康福祉総合計画及び各
個別計画策定に係る各種実態調
査

《各款共通○一般管理経費、○一般
介護予防事業費》
［地域支援課、高齢者支援課、障害
者福祉課、健康課］

12 データヘルス計画に基づく保健
事業の運営

《国民健康保険事業会計　保健事業
費○健康保持増進事業》
［保険年金課、健康課］

基本施策２ 生命と健康を守る地域医療充実への取組みと連携の強化
13 自宅療養者支援事業

《総務費○危機管理対策事業》
［安全対策課］

14 在宅医療・介護連携推進事業

《民生費○在宅医療・介護連携推進
事業》
［地域支援課］

予算
決算

2,639
38,174

自宅療養者支援センターの運営を行い、新型コロナウイルス感染症
による自宅療養者及び療養先を調整中の方に対する食料品・日用品
の支援、安否確認、心配事の相談受付など、自宅で療養される方の
支援を令和３年度に引き続き実施した。

予算
決算

8,792
7,161

在宅医療と介護の連携を推進することを目的に、連携における課題
の抽出と対応策の検討を行う「在宅医療・介護連携推進協議会」を
２回開催した。
医療と介護関係者の多職種連携を推進するための研修「在宅訪問時
におけるトラブル（危機管理）・ハラスメント」をオンラインで
行った。（医療・介護関係者：118人）
武蔵野市医師会に委託した「在宅医療介護連携支援室」では医療・
介護関係者からの相談や調整に対応した。（相談：206件、訪問：
132件）
在宅療養に関する普及啓発のため、市民セミナー（在宅医療・介護
連携をテーマとした映画の鑑賞）を開催した。（参加者：22人）

予算
決算

732
543

施設の老朽化や開設当初と利用状況の変化などを踏まえ、北町高齢
者センターあり方懇談会を設置・開催し、今後のあり方についての
報告書を作成した。

心のバリアフリー出前講座や障害者差別解消法に係る講演会等の実
施により障害のある方に関する理解を深め、まちぐるみの支え合い
を促進した。また障害特性等に関する理解を深める「心のバリアフ
リーハンドブック」の改訂作業を行った。

予算
決算

1,874
980

保健センターにおいて「むさしの食育フェスタ」を開催し、食育の
周知を図ることができた。
・令和４年10月15日（土）開催、来場者数593人

予算
決算

204,863
175,501

胃がん・肺がんセット検診や土曜日検診、託児付き検診、胃がん内
視鏡検診を行った。子宮がん及び乳がん検診対象者には全員へ受診
勧奨を行ったほか、肺がん高危険群への勧奨等も実施した。胃がん
内視鏡検診は、令和３年度より受診者数が増加し、がん検診を推進
することができた。

予算
決算

13,027
12,212

受診機会のない若年層（16歳から39歳まで）に健康診査を実施し、
若年期からの受診習慣の形成、生活習慣病予防及び健康管理への意
識改善を図った。
・受診者数911人

予算
決算

28,114
26,488

武蔵野市第４期健康福祉総合計画及び各個別計画（第６期地域福祉
計画、高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画、障害者計画・第
７期障害福祉計画、第５期健康推進計画・食育推進計画）の策定の
基礎資料として各種実態調査を行った。

予算
決算

16,197
10,638

国保被保険者の健康寿命の延伸と医療費の適正化を目指し、糖尿病
等生活習慣病に係る健診異常値放置者への受診勧奨、重複受診者等
への保健指導、健康講座等を実施した。
・特定健診受診勧奨：9,333人
・健診異常値放置者への受診勧奨：541人
・糖尿病性腎症重症化予防事業保健指導：11人
・重複受診者等への保健指導：３人
・健康講座参加者数：延41人
・生活習慣病予防講座：14人
・人間ドック等受診結果情報提供：135人

予算
決算

2,256
1,200
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15 高齢者施設及び障害者施設にお
けるＰＣＲ検査等費用助成事業

《民生費○一般管理経費、○介護保
険事業》
［高齢者支援課、障害者福祉課］

16 武蔵野赤十字病院への支援

《衛生費○一般管理経費》
［健康課］

17 予防接種事業

《衛生費○予防接種事業》
［健康課］

18 新型コロナウイルスワクチン接
種事業

《衛生費○新型コロナウイルスワク
チン接種事業》
［健康課］

基本施策３ 安心して暮らし続けられるための相談支援体制の充実
19 避難行動支援体制の整備

《民生費○一般管理経費、○社会福
祉協議会事業》
［地域支援課］

20 成年後見制度連携ネットワーク
と成年後見利用支援センターの
運営

《民生費○権利擁護事業》
［地域支援課］

21 住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金（令和３年度繰越
分）

《民生費○住民税非課税世帯等臨時
特別給付金事業》
［地域支援課］

22 住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金（令和４年度課税
情報を活用したプッシュ型給
付）

《民生費○住民税非課税世帯等臨時
特別給付金事業》
［地域支援課］

23 電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金

《民生費○住民税非課税世帯等臨時
特別給付金事業》
［地域支援課］

国の指示に基づき、新型コロナウイルス感染症に係る特例的な臨時
予防接種を実施した。初回接種（１・２回目）、追加接種（３・４
回目）、令和４年秋開始接種（オミクロン株対応２価ワクチン）、
小児接種を集団接種会場及び個別接種会場にて、乳児接種を個別接
種会場にて実施した。また、令和５年春開始接種の体制確保に向け
た準備を行った。

予算
決算

2,380
1,559

災害時要援護者及び未同意の避難行動要支援者の安否確認、避難支
援を速やかに実施するための備えとして、令和５年２月に名簿を更
新し各避難所に保管している旧名簿と入れ替えた。
更新後の避難行動要支援者数は2,911人で、名簿登録者には登録した
旨の通知を送付した。

予算
決算

0
153,859

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和３年11月19日
閣議決定）の趣旨を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の影響が長
期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らし
の支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり
10万円の給付金支給事業を令和３年度から継続実施し、令和４年12
月末までに1,245世帯へ支給決定した。

予算
決算

0
670,649

予算
決算

8,345
8,129

武蔵野市成年後見制度利用促進基本計画に基づき、関係機関が連携
するため、「武蔵野市成年後見制度地域連携ネットワーク連絡協議
会」を２回オンラインと対面を併用して開催した。制度の利用促進
を図る中核機関である「武蔵野市成年後見利用支援センター」が制
度の総合相談や普及啓発事業（講演会、学習会・相談会等）を実施
した。

予算
決算

83,000
83,000

武蔵野赤十字病院は高度急性期医療、三次救急医療機関であるほ
か、災害拠点病院の役割を担っていることから、病棟の建替えに伴
うがん医療対策や周産期医療のさらなる充実等に対して補助を行っ
た。

コロナ禍における「電力・ガス・食料品等の価格高騰緊急支援給付
金」として、令和４年９月９日第４回物価・賃金・生活総合対策本
部会議において、電力・ガス・食品等の価格高騰による負担増を踏
まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）
等に対して、１世帯当たり５万円の給付を実施し、令和５年３月末
までに12,828世帯へ支給決定した。

予算
決算

561,278
537,430

感染症予防対策として、日本脳炎、麻しん・風しん、肺炎球菌、高
齢者インフルエンザなどの定期接種を実施した。ＨＰＶワクチン
（子宮頸がん予防）について、積極的な勧奨を差し控える状態を解
消し、個別勧奨の再開により周知を図ることができた。任意接種で
はおたふくかぜ予防接種、成人の風しん抗体検査・予防接種の費用
助成を実施した。

予算
決算

予算
決算

0
204,607

「コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」」（令
和４年４月26日原油価格・物価高騰等に関する関係閣僚会議）にお
いて、真に生活に困っている方々への支援措置の強化として、住民
税非課税世帯等(家計急変により受給資格があるにも関わらず、申請
がないことにより受給できていない世帯を含む。)に対する臨時特別
給付金について、原則として令和４年度課税情報を活用したプッ
シュ型給付を行う手法での運用改善を図り、令和４年12月末までに
1,726世帯へ支給決定した。

870,876
1,458,873

予算
決算

6,438
2,231

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、重症化するリスク
の高い施設等の利用者及び職員のＰＣＲ検査等を実施した事業者に
対して、その費用を助成した。
支給件数　1,112件
支給額　2,231千円
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24 福祉総合相談窓口の充実

《民生費○重層的相談支援体制推進
事業》
［生活福祉課］

25 生活困窮者自立支援事業

《民生費○生活困窮者自立支援事
業》
［生活福祉課］

26 生活困窮者自立支援金支給事業

《民生費○生活困窮者自立支援金支
給事業》
［生活福祉課］

27 被保護世帯援護事業

《民生費○生活保護法による扶助事
業》
［生活福祉課］

28 健康長寿のまち武蔵野推進月間
の実施

《民生費○社会参加促進事業》
［高齢者支援課］

29 高齢者等緊急訪問介護事業（レ
スキューヘルパー事業）

《民生費○高齢者日常生活支援事
業》
［高齢者支援課］

142,610
80,484

多様な課題を抱えた生活困窮者に対し、早期自立に向けて、本人の
状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援を実施した。生活困窮相
談件数及び自立相談支援事業新規相談件数は、新型コロナウイルス
感染症等の影響により件数が急増した令和２年度をピークに減少傾
向が見られるが、令和元年度以前と比べると依然多い状況が続いて
いる。また、新型コロナウイルス感染症などによる生活困窮者への
本市独自の支援策として、生活困窮者住居契約更新料給付金、生活
困窮者特別就職支援金の支給を行った。

・生活困窮相談件数　631件
・自立相談支援事業新規相談件数　399件
・住居確保給付金新規支給決定件数  125件
　　　　　　　　　　　延利用件数　670件
・就労準備支援事業実利用者　12人
・学習支援事業実利用者（集合型） 11人　延利用回数　258回
　　　　　　　　　　　（サポート型） 13人　延利用回数　469回
・家計改善支援事業実利用者　23人　延支援者数　112人
・生活困窮者住居契約更新料給付金支給決定件数　10件
・生活困窮者特別就職支援金支給決定件数　初回:32件、継続:20件

予算
決算

0
61,373

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、特例貸付
を利用できない世帯に対し、就労による自立を図るため、また、そ
れが困難な場合に円滑に生活保護の受給へつなげるため、令和３年
７月から新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の支給を
開始し、公共職業安定所の求職申込等を通じて常用就職を目指す活
動を支援した。令和４年12月末申請期限で、令和４年度内に支給を
終了した。
・支給決定件数　219件
・延支給件数　746件

予算
決算

生活保護法に基づき、生活扶助、住宅扶助、医療扶助等各種扶助を
行った。
・延世帯数　20,109世帯
・延人員数　22,932人

ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方が急病などで一時的
に支援が必要な場合にヘルパーを派遣し、入浴介助等の身体介助や
生活援助（掃除、洗濯、買い物）のサービスを提供した。
・延利用者13人、延48.5時間
高齢者本人・家族が新型コロナウイルスに感染し自宅療養となった
際にレスキューヘルパー（高齢者等緊急訪問介護）を派遣し、身体
介護や生活援助のサービスを提供した。
・延利用者20人、延69.5時間

予算
決算

予算
決算

2,295
1,136

令和４年度から、９月を「健康長寿のまち武蔵野推進月間　楽し
く！元気に！長生き!!」とし、高齢者を中心に幅広く市民への認知
症に対する正しい理解及びフレイル予防に関する普及・啓発を主眼
とした講演会等の事業を実施した。
令和５年２月の「いきいき健康　地域プロジェクト」は、地域にお
けるフレイル予防の実践の場と位置付け、在宅介護・地域包括支援
センターのある各圏域で運動及びフレイル予防に関する講座を実施
した。
健康長寿のまち武蔵野推進月間　実施事業　13件　参加者数延562人
地域プロジェクト　実施事業５件　参加者数　108人

予算
決算

2,924
4,163

3,734,890
3,528,068

予算
決算

12,808
12,241

「8050問題」やひきこもり等多様かつ複合的な課題を抱える方から
の相談窓口として、令和３年４月に設置した福祉総合相談窓口につ
いて、令和４年度から専任の福祉相談コーディネーターを１人増員
した。ひきこもり支援事業にも力を入れ、ひきこもりについて正し
い理解を持つことを目的とした市民向け講演会や、他市区との広域
連携事業「ひきこもりＵＸ女子会」を開催した。
・新規相談件数　118件
・延相談件数　706件
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30 認知症高齢者支援事業

《民生費○認知症高齢者支援事業》
《介護保険事業会計　地域支援事業
費○包括的支援事業・任意事業費》
［高齢者支援課］

31 ＩＣＴ（検索連動型エリア広
告）活用による自殺対策事業

《衛生費○一般管理経費》
［健康課］

基本施策４ 福祉人材の確保と育成に向けた取組み
32 地域包括ケア人材育成センター

事業

《民生費○福祉人材確保育成事業》
［地域支援課］

33 ケアリンピック武蔵野2022

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

34 介護職・看護職Ｒｅスタート支
援金

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

基本施策５ 新しい福祉サービスの整備
35 看護小規模多機能型居宅介護事

業者の公募事業

《民生費○介護保険施設等整備事
業》
［高齢者支援課］

36 障害者福祉センター建替え工事
基本計画の策定

《民生費○障害者福祉センター管理
運営事業》
［障害者福祉課］

37 保健センター増築及び複合施設
整備事業

《衛生費○保健センターの管理運
営》
［健康課、企画調整課、子ども子育
て支援課］

予算
決算

12,789
10,417

障害者福祉センターの建替えに向け、利用登録団体、利用者、事業
者、近隣住民等の意見を踏まえ基本計画を策定し、基本理念や基本
方針などを示した。

7,000
4,400

予算
決算

9,310
7,693

武蔵野市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画に基づき、市有
地等を活用した看護小規模多機能型居宅介護の整備のため、サウン
ディング型市場調査を実施し、候補地や公募内容の検討を行い、吉
祥寺南町３丁目において公募を実施した。

介護職等の人材確保のため、市内の介護施設や障害者施設等に就職
した方に対し、支援金を給付した。
支給件数 40件（介護23件、障害17件）
（資格有り26件、資格無し14件）
　支給額　4,400千円

予算
決算

24,991
20,916

保健センターの増築及び大規模改修を行い、保健衛生機能を充実さ
せ、かつ、子どもと子育て家庭への支援施設を含む複合施設として
整備する。令和４年度は事業のあり方について精査・検討のうえ、
基本計画を策定し、基本設計に着手した。

予算
決算

予算
決算

15,552
7,970

認知症高齢者や介護者が安心して暮らせるよう、普及・啓発を行い
理解を深めるとともに、認知症初期集中支援チームの設置、相談事
業、見守り支援事業の充実により在宅生活を支援した。（介護保険
事業会計分を含む。予算額：1,364千円、決算額：483千円）
・認知症サポーター養成講座　27回、延696人
・認知症相談事業　延74人
・休日相談会等　34人
・認知症高齢者見守り支援事業　登録者22人、延1,164.5時間
・認知症初期集中支援事業　２件

「まちぐるみの支え合いの仕組みづくり」に向けて、介護・看護事
業者等における先進的な取組みを共有し、サービスの質の向上を
図った。併せて、介護・看護職員が誇りとやりがいを持って働き続
けられるよう支援した。
・実施日：令和４年11月19日（土）
・会場：武蔵野スイングホール
・参加者数：来場者90人、オンライン接続数640回線
・内容：
　　⑴講演会
　　⑵演題発表（６団体）
　　⑶武蔵野市×杏林大学Vol.2～人と人がつながる武蔵野の介護～

予算
決算

3,000
1,500

市内に在住・在勤・在学している方などが市域内で自殺関連ワード
をインターネット検索した際に、こころのケアに関する地域の相談
窓口・支援等を掲載している市のサイトを優先表示する事業を令和
４年７月26日から開始した。支援を必要としている人が簡単かつ適
切に支援情報にアクセスできる仕組みづくりの推進を図った。

予算
決算

21,263
21,263

人材育成事業、研修・相談事業、就職支援事業、事業者・団体支援
事業の４つの事業を一体的に展開した。オンラインの活用による研
修を継続し、ＳＮＳを活用した広報、医療的ケアに従事する介護職
員の養成など総合的な介護人材の確保、育成を行った。

予算
決算

1,166
990
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(2) 子ども・教育
基本施策１ 子どもたちが希望を持ち健やかに過ごせるまちづくり
1 子どもの権利に関する条例（仮

称）の検討

《総務費○児童対策事業》
［子ども子育て支援課］

2 放課後等デイサービス施設「パ
レット」の運営

《民生費○放課後等デイサービス事
業》
［障害者福祉課］

3 子ども家庭支援センター事業

《民生費○子ども家庭支援センター
事業》
［子ども子育て支援課］

4 子ども・子育て支援事業

《民生費○子ども・子育て支援事
業》
［子ども子育て支援課］

5 児童手当支給事業

《民生費○児童手当支給事業》
［子ども子育て支援課］

6 児童扶養手当等支給事業

《民生費○児童扶養手当等支給事
業》
［子ども子育て支援課］

7 養育費確保支援事業

《民生費○ひとり親家庭対策事業》
［子ども子育て支援課］

8 母子保健事業

《衛生費○母子保健事業》
［健康課、子ども子育て支援課］

未来にわたって子どもの権利と尊厳が尊重されるまちをつくること
を目的とした子どもの権利条例について検討するため、条例検討委
員会の開催や２度のパブリックコメント手続き等を実施した。条例
案は令和５年第１回定例会にて可決され、同年４月１日から施行さ
れた。

令和２年12月に開設した障害児通所支援施設「武蔵野市放課後等デ
イサービスパレット」において、肢体不自由児や医療的ケア児へ継
続して支援を行った。
事業日数　242日、利用人数　延1,017人

子どもとその家庭に対する相談事業などを実施し、子育て支援ネッ
トワークの中核機関として関係機関の連携を進め、子育てに不安を
持つ家庭を適切に支援した。
・相談事業延活動件数　27,434件

予算
決算

52,148
47,641

予算
決算

4,539
1,958

予算
決算

予算
決算

561
40

養育費の継続した履行確保を促進し、ひとり親家庭等の生活の安定
を図るため、ひとり親家庭等に対し養育費に関する公正証書の作成
等に必要な経費の補助を行った。
・支給決定件数　３件

予算
決算

251,184
343,894

子ども一人ひとりの健やかな成長のため、保健師などの専門職が全
ての妊産婦とその家族に寄り添い、支援を行った。新たに「出産・
子育て応援事業」を開始し伴走型相談支援と経済的支援を一体的に
実施した。子ども子育て支援関連部署等との連携強化により切れ目
のない相談支援を推進した。

400,939
368,608

40,817
40,316

予算
決算

1,676,795
1,588,727

予算
決算

予算
決算

74,549
62,302

子育て世代包括支援センターの運営を行い、妊娠期から全ての子ど
もと子育て家庭が地域から孤立することなく安心して子育てができ
るよう支援を行った。「共助による子育てひろば事業」や当事者ボ
ランティアの育成、支援者のつながりを目的としたボランティア養
成講座を実施し、多様な主体による子育て支援の充実を図った。地
域の相互援助活動による子育て家庭への支援として、ファミリー・
サポート・センター事業を実施した。切れ目ない支援の入口である
「ゆりかごむさしの面接」を行った妊婦に対して「子ども・子育て
応援券」を配付した。新型コロナウイルス感染症への対応のため、
健康課所管の「ゆりかごむさしのフェスティバル」と合同で、特設
のホームページを開設して「子育て・ゆりかごむさしのフェスティ
バル」を開催した。

・育児パッケージ配付　1,210件 ※健康課と共管
・共助による子育てひろば事業実施コミセン数　７か所
・子育てひろばネットワーク会議　参加団体数 延45団体
・子育てひろばボランティア養成講座　実参加者数15人
・ピア・サポーター養成講座　実参加人数12人
・ファミリー・サポート・センター事業　活動件数 延2,511件
・ベビーカー貸出しサービス事業 実施か所数　４か所15台（一部休
止）
・むさしのすくすくナビ 登録者数　7,742人（令和４年度末時点）
・子育て・ゆりかごむさしのフェスティバル　来場者数　545人（子
ども　231人、大人　314人）

ひとり親家庭等や障害のある児童の保護者に児童扶養手当、児童育
成手当を支給した（所得制限あり）。
・児童扶養手当支給額　201,680,840円、受給者数　430人
・児童育成手当支給額　159,500,000円、対象児童数　920人

中学校修了前の児童の保護者に児童手当又は特例給付を支給した
（所得制限あり）。
・児童手当　支給額 1,334,335,000円、受給者数 6,614人、対象児
童数 9,700人
・特例給付　支給額 252,485,000円、受給者数 1,833人、対象児童
数 2,804人
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基本施策２ 安心して産み育てられる子育て世代への総合的支援 
9 私立幼稚園等園児保護者に対す

る助成事業

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

10 私立幼稚園に対する補助及び給
付事業

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

11 一時預かり事業（幼稚園型）の
充実

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

12 乳幼児及び義務教育就学児医療
費助成事業

《民生費○子どもの医療費助成事
業》
［子ども子育て支援課］

13 ０１２３施設の管理運営

《民生費○０１２３施設の管理運
営》
［子ども子育て支援課］

14 すくすく施設事業

《民生費○すくすく施設事業》
［子ども子育て支援課］

15 民間子育て支援施設事業

《民生費○民間子育て支援施設事
業》
［子ども子育て支援課］

16 子育て世帯生活支援特別給付金
事業

《民生費○子育て世帯生活支援特別
給付金事業》
［子ども子育て支援課］

17 ひとり親家庭等医療費助成事業

《民生費○ひとり親家庭等医療費助
成事業》
［子ども子育て支援課］

18 保育の質向上の取組み

《民生費○一般管理経費》
［子ども育成課］

19 保育施設における使用済み紙お
むつの回収

《民生費○一般管理経費》
［子ども育成課］

20 認可外保育施設入所児童保育助
成事業

《民生費○認可外保育施設助成事
業》
［子ども育成課］

684,520
631,691

予算
決算

112,212
101,431

予算
決算

26,068
23,995

予算
決算

幼児教育・保育の無償化に伴う施設等利用費の給付を行った。ま
た、保育所を利用する幼児について無償化の対象外となる給食費を
公費負担としているため、幼稚園などについても給食費などの負担
軽減を図る補助を行った。

予算
決算

119,059
113,224

幼児教育の振興を図るため、市内幼稚園に対して引き続き支援を行
うとともに、新制度に移行した幼稚園に対して、国の公定価格に基
づき給付を行った。また、新型コロナウイルス感染症対策費用の補
助を行った。

予算
決算

54,384
74,311

子ども・子育て支援新制度に基づく一時預かり事業（幼稚園型）へ
の移行を促すとともに、概ね年間250日開園するなど充実した預かり
事業を行っている幼稚園に対して継続して補助を行った。

予算
決算

634,880
618,307

乳幼児及び義務教育就学児の医療保険診療自己負担分を助成した。
・医療費助成額　乳幼児　　　 　261,571,185円
　　　　　　　　義務教育就学児 335,281,909円
・対象児童数　乳幼児 7,678人、義務教育就学児 10,848人
・助成件数　乳幼児 148,327件、義務教育就学児 143,057件

（公財）武蔵野市子ども協会に管理運営を委託し、０から３歳まで
の乳幼児の豊かな育ちとその親の子育てを支援した。開館時間の延
長及び４・５歳児支援の試行を実施した。
・延利用者（子ども）数　吉祥寺 10,137人、はらっぱ 18,559人

予算
決算

15,977
15,859

子育てひろば・小規模保育事業・一時預かりの３つの機能を持つ子
育て支援施設「すくすく泉」の運営を行うＮＰＯ法人いずみの会に
対して、運営費を補助した。

予算
決算

47,722
33,969

地域の子育て支援ニーズに対応し、多様な主体による子育て支援を
推進するため、民間団体による地域子育て支援拠点施設に対する運
営費補助を行うとともに、新規施設の開設に向け、運営事業者の公
募を実施した。公募１回目は、１団体の応募があったが不採択とな
り、２回目は応募がなかった。

予算
決算

0
93,246

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける低所得の子育て世帯に対
し、特別給付金を支給した。
・ひとり親世帯分　対象世帯数 475世帯、対象児童数 654人、支給
金額 32,700,000円
・ひとり親以外の子育て世帯分　対象世帯数 682世帯、対象児童数
1,086人、支給金額 54,300,000円

ひとり親家庭等に対し、医療保険診療自己負担分（課税世帯は一
部）を助成した（所得制限あり）。
・医療費助成額　23,244,535円、受給世帯数　514世帯、受給対象者
数　676人、助成件数　9,072件

予算
決算

12,113
9,280

保育従事者を対象とした研修を実施したほか、保育総合アドバイ
ザー、保育相談員等による巡回指導、助言、相談対応等により、市
内保育施設の保育の質のさらなる向上を図った。

予算
決算

21,473
21,472

保育所内での衛生面の向上と子育て世帯の負担軽減を図るため、市
内の保育施設（認可保育所、認定こども園、地域型保育事業、認証
保育所及び企業主導型保育事業）を対象とした、園児の使用済み紙
おむつの回収・処分事業を実施した。

予算
決算

94,008
69,749

東京都認証保育所に入所する児童の保護者に対して、認可保育所の
保育料との差額を助成し（所得階層に応じた上限あり）、子育て世
帯の負担軽減を図った。また、無償化対象者に対しても上乗せ助成
を行った。
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21 企業主導型保育事業に対する支
援

《民生費○認可外保育施設助成事
業》
［子ども育成課］

22 多様な保育ニーズへの対応

《民生費○認可外保育施設助成事
業、○保育所等運営委託・給付事
業》
［子ども育成課］

23 保育士・幼稚園教諭等処遇改善
臨時特例事業

《民生費○保育所等運営委託・給付
事業》
［子ども育成課］

24 あそべえ事業

《民生費○あそべえ事業》
［児童青少年課］

25 学童クラブ事業

《民生費○学童クラブ事業》
［児童青少年課］

26 民間学童クラブの開設支援

《民生費○学童クラブ事業》
［児童青少年課］

27 学童クラブにおける第三者評価
の導入

《民生費○学童クラブ事業》
［児童青少年課］

28 児童館の管理運営

《民生費○児童館の管理運営》
［児童青少年課］

29 高校生等医療費助成事業

《各款共通○住民情報系システム、
○子どもの医療費助成事業》
［子ども子育て支援課］

基本施策３ 子どもと子育て家庭を地域社会全体で応援する施策の充実
30 青少年問題協議会・地区活動事

業

《総務費○青少年問題協議会・地区
活動事業》
［児童青少年課］

予算
決算

21,472
26,696

予算
決算

741,586
689,204

予算
決算

12,024
10,822

子どもたちの健全育成を目的として、乳幼児と保護者、小中学生を
対象に健全な遊びと安全な居場所を提供した。地域子育て支援拠点
事業に加えて、利用者支援事業を行い、関係機関や地域の子育て支
援団体と連携しながら子育て家庭への支援強化を図った。新型コロ
ナウイルスにより中止していた事業も全て再開した。
・事業回数　255回　参加者　延5,289人
・一般参加者　延30,321人　　総計　35,610人

22,069
19,578

市民の受入れを行う企業主導型保育事業者に対し、保育人材確保に
向けた取組みとして、東京都の制度であるキャリアアップ補助事業
などを活用して支援を行い、市民が安心して利用できる保育施設の
拡充を図った。

予算
決算

14,118
60,275

保護者の就労形態や保育ニーズが多様化している中で、地域型保育
施設の空きを活用する余裕活用型一時預かり事業（２か所、延利用
人数19人）や定期利用保育事業（１か所、延利用人数1,919人）、ベ
ビーシッター利用支援事業（延利用人数1,946人）を実施した。

予算
決算

50,880
48,145

保育士、幼稚園教諭等の処遇の改善のため、令和４年２月から９月
までの間、３％程度（月額9,000円）の賃金改善を行う教育・保育施
設等に対して、国庫補助金を活用して必要な費用の補助を行った。

予算
決算

220,781
203,363

学童クラブとともに、両事業を統括する館長を中心とした見守り体
制により、全学年が安全かつ健全に放課後等を過ごせるように、学
校施設を利用した居場所・遊び場を提供した。
・延参加児童数 407,059人

就労等のため放課後に保護者の監護を受けられない児童の健全育成
を図った。児童増に対応するため大野田小学校、境南小学校及び関
前南小学校でクラブ室を増設した。
・16クラブ、定員　1,514人、在籍数（年間平均）　1,534人
※民間学童クラブを含む。

予算
決算

26,640
22,477

就労等により子どもの学童利用を希望する保護者が増加している一
方、市立小学校内での育成スペースの確保が難しくなっているこ
と、また、就労の多様化に対応する必要もあることから、民間事業
者による学童クラブの市内での開設の支援を行った。

予算
決算

1,287
990

国から示されたガイドラインに沿って学童クラブの第三者評価を実
施し、質の確保を図った。

予算
決算

79,485
77,893

０歳から18歳までの全ての子どもの保健向上と子育て家庭の経済的
な負担軽減を目的として、令和３年度に開始した高校生等の入院医
療費に係る保険診療自己負担分の助成を拡充し、令和４年度から通
院・調剤等に係る保険診療自己負担分についても助成を行った。
・医療費助成額　60,861,533円
・対象児童数　3,265人
・助成件数　24,337件

予算
決算

青少年に対する本市の総合的施策の実施を推進し、青少年の健全育
成を図るため、青少年問題協議会定例会の開催及び地区委員会活動
に対する補助を行った。定例会では青少年健全育成に関わる機関が
情報共有や意見交換を行い、地区委員会ではどんど焼きや美化運動
などのほか、地域の特徴を生かした活動を通じて青少年健全育成の
促進を図った。一方で、新型コロナウイルス感染症の影響を受け一
部中止を余儀なくされた事業もあった。
・市内12地区委員会　1,410人

- 20 -



31 子どもを守る家関連推進事業

《総務費○子どもを守る家関連推進
事業》
［児童青少年課］

32 保育士等人材の確保及び定着に
向けた取組みへの支援

《民生費○認可外保育施設助成事
業、○保育所等運営委託・給付事
業》
［子ども育成課］

基本施策４ 子どもの「生きる力」を育む
33 市立自然の村の管理運営

《総務費○市立自然の村の管理運
営》
［児童青少年課］

34 むさしのジャンボリー事業

《総務費○むさしのジャンボリー事
業》
［児童青少年課］

35 青少年活動育成事業

《総務費○青少年活動育成事業》
［児童青少年課］

36 学校情報システムの更改

《教育費○教職員労働安全衛生管
理、○情報教育指導》
［指導課］

37 学習者用コンピュータ活用の推
進

《教育費○情報教育指導》
［指導課］

予算
決算

23,417
10,579

予算
決算

1,747
1,261

子どもを守る家及び自転車防犯帯の協力員拡大の取組みと情報提供
を実施し、地域防犯力と犯罪抑止効果を高めた。また、子ども自ら
が犯罪や嫌がらせなどから身を守る能力を高めるCAPプログラム（子
どもへの暴力防止プログラム）を実施し、保護者を含めた安全意識
の醸成を図った。
・子どもを守る家　1,828件、自転車防犯帯　3,599件

予算
決算

659,596
667,117

期末報償金補助金による保育士等の処遇改善、国や東京都の制度を
活用した職員用の宿舎の借上げ補助、保育補助者の雇上げに対する
補助等、保育人材の確保、定着及び離職防止を目的とした支援を
行った。

予算
決算

50,762
51,379

施設の管理運営などを指定管理者へ委託するとともに、浄化槽送風
機の交換工事、多目的広場腰壁の一部改修工事などを行い、青少年
をはじめ多くの市民が利用しやすい環境を整えることを図った。一
方で新型コロナウイルス感染症の影響により、一部利用の制限を
行った。
・宿泊利用者数　1,567人

青少年の健全育成を目的に青少年問題協議会地区委員会との共催事
業として、市立自然の村において小学校４年生から６年生までを対
象に２泊３日のキャンプを実施予定だったが、新型コロナウイルス
感染症の影響により、11地区で代替事業となる再開準備事業を実施
した。
・川上村市立自然の村で１泊２日の実施　５地区
・二俣尾・武蔵野市民の森「自然体験館」での実施　３地区
・その他での実施　３地区

予算
決算

48,354
41,288

青少年の健全育成や青少年団体の活動支援、地域の活性化等を目的
として様々な事業を実施した。一方で、一部新型コロナウイルス感
染症の影響により事業の中止又は縮小を余儀なくされた。
・中高生リーダー養成講座　受講者数（新規登録者数）　104人
・善行表彰　子鳩・けやき表彰 ７人、奨励団体 １団体
・青少年関係団体バス借上げ　13団体、講師謝礼補助 １団体
・プレーパーク事業　延343日開催、来場者数 延20,896人
・鳥取県家族ふれあい自然体験　新型コロナウイルス感染症の影響
により中止
・親子稲作体験（新潟県長岡市）　田植え５家族17人　稲刈り５家
族17人
・若者サポート事業　定期開所数 244回、登録者参加人数 1,393人
・プレーパーク子ども・若者支援事業　居場所事業 195回（関係づ
くり事業を除く。）、延参加者数 391人

予算
決算

391,337
266,544

校務ＩＣＴ環境の操作性向上及び安定稼働による教職員の支援充実
を目指し、平成28年度から稼働中のシステムを更改するとともに、
現在複数ある教員用パソコン・タブレットの集約等の改善を実施し
た。併せて、校外での学校情報システムの使用並びに保護者からの
スマートフォンによる欠席等の連絡を可能にするための環境整備を
実施した。
・学校情報システム端末台数：755台

予算
決算

171,336
157,658

令和２年度に整備した学習者用コンピュータを使用して、効果的な
活用のために必要な知見を蓄積するとともに、学習者用コンピュー
タ活用検討委員会において、デジタル・シティズンシップ教育の計
画や学習者用コンピュータによる健康面の影響等について研究し
た。学校で行われる授業については発達段階に合わせた活用計画や
デジタル・シティズンシップ教育の考え方を検討し、各教員工夫の
もとで学習者用コンピュータを活用した様々な授業実践が行われ
た。活用事例については「令和４年度学習者用コンピュータ活用事
業のまとめ」として市ホームページで公開した。
・学習者用コンピュータ活用検討委員会開催回数：６回
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38 セカンドスクール・プレセカン
ドスクール

《教育費○セカンドスクール》
［指導課］

39 特別支援教育の推進

《教育費○知的障害学級運営、○難
聴・言語障害学級運営、○肢体不自
由学級運営、○院内病弱学級運営、
○情緒障害学級運営》
［教育支援課］

40 不登校対策と教育相談の総合的
推進

《教育費○教育相談事業》
［教育支援課］

基本施策５ 教育環境の充実と学校施設の整備
41 学校改築事業

《教育費○一般管理経費、○小学校
改築事業、○中学校改築事業》
［教育企画課］

42 学校体育館バスケットゴール改
修

《教育費○校舎等施設維持管理》
［教育企画課］

43 学校体育館照明ＬＥＤ化工事

《教育費○校舎等施設維持管理》
［教育企画課］

44 関前南小学校増築事業

《教育費○校舎等施設維持管理》
［教育企画課］

45 教育の質の向上と教員の働き方
改革の推進（市講師及び学習指
導補助員の配置と学習支援教室
の実施）

《教育費○児童生徒指導》
［指導課］

第一小学校及び第三小学校の体育館照明を既存水銀灯からＬＥＤ照
明へ更新した。照度を確保し、省エネ化を図ることができた。

予算
決算

135,489
20,096

令和４年度については、増築棟の設計及び電気配線の切り回し工事
等を実施した。なお、増築工事の前払金については、次年度に繰り
越して支出する予定である。

予算
決算

70,640
57,594

市講師や学習指導補助員の配置による教員の持ち時数削減及び学習
指導補助、学習支援教室の実施による補充的な学習指導により、教
員の働き方改革の推進、教材研究等の充実や個に応じた指導を行
い、授業の質の向上を図ることができた。特に単独で教科指導を行
うことのできる市講師については、小学校では学級担任に代わり外
国語（英語）、理科、家庭科、書写、音楽（低学年）、図工（低学
年）など各校の実態に応じて配置され、専門性の高い授業が実施さ
れた。
・市講師13,690時間、学習支援教室指導員1,776時間、学習指導補助
員6,121時間

20,534
8,250

予算
決算

予算
決算

158,998
148,647

2,008,699
1,748,285

第一中学校及び第五中学校は、令和４年８月に仮設校舎に移転し、
その後、既存校舎の解体工事に着手した。また、新校舎及び新体育
館の実施設計を完了した。第五小学校及び井之頭小学校は、地域住
民、保護者、教職員等の意見を踏まえ、基本計画を策定した。

49,056
45,430

大野田小学校、本宿小学校及び桜野小学校の吊り下げ式のバスケッ
トゴールを更新した。児童及びその他の利用者がより安全に体育館
を利用できるようになった。

令和２年度に行われた検討委員会の報告を踏まえ、活動のねらいを
一層明確にした長期宿泊での自然体験や農業体験を通し、豊かな感
性や自主性、協調性等を育む教育活動を実施した。また、令和４年
度からは子どもたちの「生きる力」を測る事前・事後アンケート調
査を実施した。事業の結果、主体的に学習に取り組む態度が育成さ
れたほか、課題解決に向けて自ら考え、判断し、行動する態度が培
われた。また、他者と協働的に学び課題をよりよく解決しようとす
る姿勢も養われた。
なお、令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の影響により中
止や代替学習、短縮実施などが行われたが、令和４年度は全30回を
予定どおり実施できた。
・小学校セカンドスクール：12回（長野県飯山市、新潟県魚沼市・
南魚沼市、富山県南砺市）
・中学校セカンドスクール：６回（群馬県みなかみ町、長野県安曇
野市・白馬村、新潟県十日町市）
・小学校プレセカンドスクール：12回（群馬県片品村、東京都奥多
摩町、山梨県富士河口湖町・山中湖村、静岡県島田市、新潟県南魚
沼市）

予算
決算

183,387
157,354

障害種別ごとの特別支援学級、全小中学校における特別支援教室を
運営した。就学相談、特別支援教育に関する情報発信として、特別
支援学級の紹介動画を市ホームページに掲載した。

予算
決算

157,072
155,883

教育支援センター等での教育相談を通じて子どもの成長発達を支援
した。スクールソーシャルワーカーを中心に不登校対策を推進し、
「むさしのクレスコーレ」の運営体制を強化した。また、校内支援
体制を強化するために家庭と子どもの支援員（常駐型）を新たに３
校に配置した。

予算
決算

予算
決算
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(3) 平和・⽂化・市⺠⽣活
基本施策１ 多様性を認め合い尊重し合う平和な社会の構築
1 平和・憲法啓発事業

《総務費○平和・憲法啓発事業》
［市民活動推進課］

2 男女平等推進施策事業

《総務費○男女平等推進施策事業》
［市民活動推進課］

3 窓口業務での通訳・翻訳サービ
スの試行導入の継続

《総務費○一般管理経費》
［多文化共生・交流課］

4 多文化共生推進プラン（仮称）
の策定

《総務費○一般管理経費》
［多文化共生・交流課］

5 国際交流協会事業

《総務費○国際交流協会事業》
［多文化共生・交流課］

基本施策２ 災害への備えの拡充
6 ペットの災害対策

《衛生費○狂犬病予防・動物愛護等
啓発事業》
［環境政策課、防災課］

7 特定緊急輸送道路沿道建築物耐
震化促進事業

《土木費○住宅対策事業》
［住宅対策課］

8 民間住宅耐震化促進事業（耐震
アドバイザー・耐震化助成）

《土木費○住宅対策事業》
［住宅対策課］

9 防火水槽の新設

《消防費○防火水槽・消火栓新設等
事業》
［防災課］

10 消火栓の計画的改修

《消防費○防火水槽・消火栓維持管
理》
［防災課］

災害時に自宅での生活が継続できず、ペットと同行避難する場合を
想定し、中学校６か所の避難所において、動物用ケージの備蓄を
行った。また、令和５年度の同行避難マニュアルの作成に向けて、
避難所運営組織とマニュアル案の調整を行った。

予算
決算

108,325
27,686

耐震化率95％を達成するため、住宅やマンションの耐震化に要する
費用の一部助成や専門家を派遣し、住宅の耐震化を支援した。
【アドバイザー派遣　戸建等45件、マンション０件】
【民間住宅耐震化助成　診断４件、設計４件、改修・建替え・除却
29件】

予算
決算

37,403
30,441

消防水利の充実のために、吉祥寺東町２丁目の公園予定地に100トン
の防火水槽を設置した。

予算
決算

36,960
45,260

計画的に消火栓を更新し、災害時に確実に使用できるよう、令和４
年度は24か所の消火栓を改修した。

男女平等の推進に関する条例に基づき、研修・啓発、情報収集・提
供、団体支援、相談事業、調査・研究等を行った。また、パート
ナーシップ制度を令和４年４月に開始した。

・パートナーシップ届受理証交付件数　17件

予算
決算

594
284

外国人市民が市役所窓口でコミュニケーションをとる際の言語障壁
を取り除くため、タブレット端末を用いたオンライン通訳サービス
と翻訳サービスの試行導入を継続した。
・通訳サービス
　利用実績：４言語76件（延1,665分）
・翻訳サービス
　利用実績：６言語10件

予算
決算

390
394

日本人と外国人がともに理解し、尊重し合い、活躍できる環境の整
備を積極的に図るため、令和３年度に実施した外国籍市民意識調査
及び令和４年度の市民意識調査の結果や多文化共生推進懇談会から
の意見及び助言をもとに、武蔵野市多文化共生推進プランを策定し
た。

予算
決算

74,500
74,500

外国人市民の生活やコミュニケーション支援を行う（公財）武蔵野
市国際交流協会に対して運営費補助金を交付し、多文化共生の社会
づくりに向けた取組みの推進を支援した。

予算
決算

9,594
6,155

戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代に伝えていくため、市民等によ
る実行委員会との協働により、令和４年５月に憲法月間記念行事、
同年８月に夏季平和事業、同年11月に平和の日イベントを実施し
た。市制施行75周年記念事業として、青少年平和交流派遣団を長崎
市へ派遣した。今後の平和施策の方向性について、庁内検討会議に
よる検討を行った。また、日本国憲法施行75周年を踏まえ、関連冊
子を増刷した。

予算
決算

104,999
9,616

特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進するため、耐震化(補強
設計・耐震改修）に要する費用の一部を助成した。
【補強設計　１件】、【耐震改修　０件】

予算
決算

25,553
19,895

予算
決算

375
248
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11 地域防災計画の見直し

《消防費○一般管理経費》
［防災課］

基本施策３ 安全・安心なまちづくり
12 環境浄化対策事業

《総務費○環境浄化対策事業》
［安全対策課］

13 生活安全対策事業

《総務費○生活安全対策事業》
［安全対策課］

14 消費生活センターの管理運営

《商工費○消費生活センターの運営
事業》
［産業振興課］

基本施策４ 地域社会と市民活動の活性化
15 コミュニティセンターの管理運

営及びコミュニティ活動の推進

《総務費○コミュニティセンターの
管理運営・コミュニティ活動》
［市民活動推進課］

16 市民活動促進基本計画の推進

《総務費○市民活動促進》
［市民活動推進課］

基本施策５ 豊かで多様な文化の醸成
17 武蔵野公会堂改修等に向けた基

本計画の策定

《総務費○資産活用事業、○公会堂
の管理運営》
［市民活動推進課、資産活用課］

18 武蔵野アール・ブリュット2022
の開催

《総務費○吉祥寺美術館の管理運
営》
［市民活動推進課］

19 アメリカ・ラボック市との相互
交流事業

《総務費○アメリカ・ラボック市と
の相互交流事業》
［多文化共生・交流課］

予算
決算

3,022
2,033

地域における公益的な市民活動の促進と活性化を図るため、第二期
武蔵野市市民活動促進基本計画に基づき、職員研修を行うとともに
クラウドファンディング補助金等による財政的支援を行った。

予算
決算

20,826
19,761

高齢者や若者の消費者トラブルを防ぐため、市内の高齢者団体及び
市立中学校２、３年生に向けて出前講座を行った。また、市内を走
行するバス車内に啓発ポスターを掲示した。その他啓発の講座等は
新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行ったうえで開催し
た。
・消費生活相談：1,217件
・消費生活講座等：17回、受講者延770人
・消費生活展：令和４年９月29日～10月１日、武蔵野プレイスで展
示、展示内容発表、体験教室、公開講座（二次展示　令和５年２月
27日～３月３日市役所ロビー）

予算
決算

541,782
490,388

市民によるコミュニティづくりが活発に行われるよう、16のコミュ
ニティ協議会によるコミュニティセンターの管理運営及びコミュニ
ティ活動の支援を行った。また、施設の適切な維持修繕を行うとと
もに、コミュニティセンター整備計画に基づき吉祥寺北コミュニ
ティセンターの大規模改修を行った。

予算
決算

4,433
4,433

東京都の首都直下地震等の被害想定や、新型コロナウイルス感染症
の流行、火山の噴火予測の更新、気候変動を受けた台風や大雨の頻
発化・激甚化等を踏まえ、令和５年１月の防災会議で武蔵野市地域
防災計画（令和４年度修正）を改定した。

予算
決算

8,753
7,942

予算
決算

13,480
11,651

警察や商店会等の関係機関等と連携したパトロール実施や、吉祥寺
駅周辺の防犯カメラ更新・運用を行うとともに、新たに市内で開業
を行う旅館業者に対して武蔵野市旅館業者の責務等に関する条例を
遵守するよう求めるなど、良好な環境を確保するため、環境浄化の
推進を図った。

予算
決算

134,005
130,584

市民安全パトロール隊やホワイトイーグル等によるパトロール、商
店会等に対する防犯カメラの設置・管理支援、自動通話録音機の無
償貸与による特殊詐欺被害防止対策など犯罪の未然防止に取り組ん
だ。また、武蔵野市つきまとい勧誘行為の防止及び路上宣伝行為等
の適正化に関する条例の一部改正に伴い、新たに飲食店等による客
引き行為等に対して、ブルーキャップにより指導等を行った。

予算
決算

3,573
2
テキサス州ラボック市から同市の中学生を６泊７日で受け入れ、友
好親善と相互理解を深める予定だったが、新型コロナウイルス感染
症の影響により事業を中止した。代替事業として、インスタグラム
による交流を行った。

令和５年度に築60年を迎える武蔵野公会堂について、有識者会議を
設置し、専門的見地からの意見を聴取するとともに、アンケートや
ワークショップ等での市民意見を踏まえ、改修等のための基本計画
を策定した。併せてアスベスト含有調査や敷地測量を行った。

予算
決算

2,640
1,286

市民で構成された実行委員会との協働により、全市的な周知を図る
ため、令和４年度は武蔵野プレイス及び吉祥寺駅南北自由通路「は
なこみち」でのパネル展示やワークショップ等を実施した。
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20 韓国との相互交流事業

《総務費○韓国との相互交流事業》
［多文化共生・交流課］

21 ルーマニア・ブラショフ市との
交流事業

《総務費○ルーマニア・ブラショフ
市との交流事業》
［多文化共生・交流課］

22 ロシア・ハバロフスク市との相
互交流事業

《総務費○ロシア・ハバロフスク市
との相互交流事業》
［多文化共生・交流課］

23 友好都市交流事業

《総務費○友好都市交流事業》
［多文化共生・交流課］

24 友好都市アンテナショップ運営
事業

《商工費○友好都市アンテナショッ
プ運営事業》
［産業振興課］

25 まちの魅力発信と観光推進

《商工費○観光振興事業》
［産業振興課］

基本施策６ 多様な学びや運動・スポーツ活動の推進
26 むさしのサイエンスフェスタの

開催

《教育費○学級・講座開催事業》
［生涯学習スポーツ課］

27 文化財保護普及事業

《教育費○文化財保護普及事業》
［生涯学習スポーツ課］

28 武蔵野ふるさと歴史館の管理運
営

《教育費○武蔵野ふるさと歴史館の
管理運営》
［生涯学習スポーツ課］

29 土曜学校事業

《教育費○土曜学校事業》
［生涯学習スポーツ課］

30 ひと・まち・情報 創造館　武蔵
野プレイスの管理運営

《教育費○一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

武蔵野ふるさと歴史館第２期管理運営基本方針に基づき運営を行っ
た。市域の歴史や文化等に対する理解啓発を図るため、企画展示
（年４回）及び関連事業等を実施した。学校教育と連携し、市立小
学校の見学受入れ、出張講義を実施した。歴史公文書の選別・移
管・保存等を実施した。
・令和４年度来館者数　33,035人

予算
決算

2,037
1,229

小中学生を対象に様々な体験型の講座を開催し、生涯学習のきっか
けづくりの場を提供した。事業の一部を（公財）武蔵野文化生涯学
習事業団に委託した。

予算
決算

58,463
52,899

予算
決算

579,086
527,057

図書館、生涯学習活動支援、市民活動支援、青少年活動支援の４機
能を持つ複合施設として、新型コロナウイルス感染症対策を行うと
ともにオンラインを活用した講座、プレイスフェスタなどの機能連
携事業を行った。施設の定員制限は状況に応じ徐々に緩和した。
・令和４年度来館者数　1,440,450人

6,325
5,557

友好都市の物産品販売、観光情報発信等を行うアンテナショップの
運営を通して、市民等が友好都市との交流ができる場づくりを行う
ことで親善拠点の役割を担った。また、店舗のＰＲや店舗外での友
好都市との販売イベントを通じて地元商店街の活性化にも寄与し
た。

予算
決算

3,423
2,693

予算
決算

65,581
65,582

観光機構等と連携し、案内マップ等の改訂や密集を伴わないイベン
トへの補助などを実施し、また、新型コロナウイルス感染症収束後
の新しい観光需要を見据え、杉並区等との地域連携事業の検討や市
内のコンテンツイベントへの協力等を行った。

予算
決算

25,934
26,686

文化財の保存及び活用を図るため、文化財保護委員会議の開催、埋
蔵文化財包蔵地の調査、市指定文化財に対する補助金交付等を行っ
た。文化財の普及啓発を図るため、文化財保護委員による特別講
義、古文書解読講座、むさしのばやしチビッコ教室を開催した。

予算
決算

3,514
802

ブラショフ市へ青少年交流団を派遣し、友好親善と相互理解を深め
る予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中
止した。代替事業として、本市在住・在学の中高生７人とブラショ
フ市の中高生10人による４日間のオンライン交流事業を実施した。
実施日：令和４年８月16日、18日、19日、20日

予算
決算

3,669
0
武蔵野市・ハバロフスク市青少年相互交流協定に基づき、ロシア連
邦ハバロフスク市へ青少年交流団を派遣する予定であったが、新型
コロナウイルス感染症の影響等により中止した。

国内友好都市間の交流ツアーや友好都市宿泊施設の利用助成を通じ
て、市民レベルでの交流促進を図った。南砺市、遠野市、酒田市へ
の市民ツアーを行った。

予算
決算

3,173
1,424

小中学生が実験等の体験学習を通して科学への興味を深められるよ
う、地域団体、企業、大学等と協働して行う事業であり、土曜学校
サイエンスクラブの参加児童が学びの成果を市民に還元する「学び
おくり」の機会としても位置付けている。新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、定員を設け、事前申込・２回入替制で開催し
た。

予算
決算

3,296
100

忠州市へ青少年交流団を４泊５日で派遣し、ソウル特別市江東区か
らの青少年交流団を４泊５日で受け入れる予定だったが、ともに新
型コロナウイルス感染症の影響により中止した。代替事業として、
本市在住・在学の中高生７人と江東区の中高生11人による３日間の
オンライン交流事業を実施した。
実施日：令和４年８月５日、８日、10日

予算
決算
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31 総合体育館大規模改修工事基本
計画の策定

《教育費○体育施設一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

32 吉祥寺図書館エレベーター改修
工事

《教育費○吉祥寺図書館の管理運
営》
［図書館］

基本施策７ まちの魅力を高め豊かな暮らしを支える産業の振興
33 勤労者互助会補助

《労働費○勤労者互助会の運営補
助》
［産業振興課］

34 認定農業者等経営改善支援補助
事業

《農業費○農業振興事業》
［産業振興課］

35 都市農地保全支援プロジェクト

《農業費○農業振興事業》
［産業振興課］

36 商店街チャレンジ戦略支援事業

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

37 商工会議所補助金

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

38 商店会組織力強化のための企画
提案型補助金

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

39 創業・事業承継支援

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

40 コンテンツを活用した連携事業

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

41 第三期産業振興計画の策定準備

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

予算
決算

804
901

むさしの創業・事業承継サポートネットの支援機関及び認定創業支
援施設と連携し、創業・事業承継の支援を行った。
相談実績
・創業個別相談（日本政策金融公庫：毎週水曜日）　38件
・創業個別相談（多摩信用金庫：第２、第４月曜日）76件
・出店個別相談（（公社）東京都宅地建物取引業協会・全日本不動
産協会：第１、第３月曜日）　３件
・事業承継個別相談（東京都多摩地域事業承継・引継ぎ支援セン
ター：第１火曜日）　４件

予算
決算

16,692
0
総合体育館の長寿命化を図るため、保全と機能改善等の大規模工事
に向け、令和３年度に策定した基本計画の素案を基に、令和４年度
は工事内容の精査及び調整を実施し、令和５年度の基本計画策定に
向けた準備を行った。

予算
決算

1,100
1,100

今後のコンテンツを活かした本市の事業の方向性を定めるため、市
内でアニメ・マンガ関連企業と連携して事業を展開している武蔵野
商工会議所に対し、基礎調査及び事例調査・ヒアリング調査を委託
した。

予算
決算

7,500
7,480

令和５年度に行う第三期武蔵野市産業振興計画（計画期間：令和６
年度から令和10年度まで）策定のため、産業振興基礎調査（産業実
態の分析、事業者・市民・近隣市区民へのアンケート調査）を実施
するとともに、産業振興審議会及び専門部会を開催した。

予算
決算

6,000
5,693

市内商店会が各地域の特性に合わせた活性化事業を自ら考え実施で
きるよう、補助事業相談会による審査を経て、実施が決定されたも
のについて補助を行った。令和４年度は夏祭りやデジタルスタンプ
ラリーなど、５事業を対象とした。

予算
決算

19,584
18,730

農地の持つ防災や環境保全等の多面的機能をより発揮させるととも
に、地域住民に配慮した基盤整備により貴重な都市農地の保全を
図った。事業費の４分の３を東京都が、８分の１を本市が補助し
た。
・補助件数：２件

予算
決算

40,535
40,880

東京都と連携した「商店街チャレンジ戦略支援事業」を実施した。
新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業も
あったが、商店会が主催するイベント事業などへの支援を行い、商
業の振興を図った。
・イベント事業　17件　35,817,000円
・活性化事業　　１件　368,000円
・地域力向上事業　10件 4,248,000円
・政策課題対応型　１件　447,000円

予算
決算

30,000
30,000

「Musashinoごちそうフェスタ」「武蔵境活性化委員会補助事業」と
いった商工会議所が実施するイベントなどの事業に係る経費を補助
した。

10,385
5,253

認定農業者及び都市型認定農業者が５年後の経営改善目標を達成す
るために農機具材購入などの基盤整備を行う場合、１戸当たり年間
66万円（都市型は33万円）を上限に経費の２分の１以内を補助し
た。
・補助件数：23件

予算
決算

予算
決算

23,000
23,000

市内の中小企業の事業主及び勤労者を対象に福利厚生事業等を実施
する武蔵野市勤労者互助会に対して、安定した組織運営への支援と
ともに、事業実施を支えるため、補助金を交付した。

5,244
2,542

施設利用の安全性向上のため、吉祥寺図書館の利用者用エレベー
ターの改修工事を実施した。

予算
決算
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42 路線商業活性化総合支援事業

《商工費○路線商業活性化総合支援
事業》
［産業振興課］

43 中小規模事業者等への補助事業

《商工費○利子補給等事業》
［産業振興課］

44 むさしのフェスタ（仮称）事業

《商工費○むさしのフェスタ（仮
称）事業》
［産業振興課］

45 武蔵野市ふるさと応援寄附の充
実

《商工費○武蔵野市ふるさと応援寄
附》
［産業振興課］

46 武蔵野市商店会活性出店支援金

《商工費○中小企業者等追加経済対
策事業》
［産業振興課］

47 くらし地域応援券事業

《商工費○くらし地域応援券事業》
［産業振興課］

(4) 緑・環境
基本施策１ 刻々と変化する環境問題への対応
1 環境啓発施設事業

《衛生費○環境啓発施設事業》
［環境政策課］

予算
決算

0
865,247

新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢等の影響に対する緊急
経済対策として、市民への生活支援と市内事業者支援を目的に、
1,000円以上の買い物ごとに１枚使える500円分の割引券11枚（5,500
円分）を全市民に配付した。
使用期間：令和５年２月１日～同年３月31日
換金額：762,265,000円
使用率：93.5％

予算
決算

27,000
62,100

令和２、令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響
に対する緊急経済対策として、市内の空き店舗や空き事務所に出店
し、商店会等に加入した中小企業者等に対し最大60万円（出店時30
万円、出店後６か月経過時30万円）を支給した。
令和３年度支給実績　（出店後６か月経過時）86件、25,800,000円
令和４年度支給実績　（出店時）98件、29,400,000円、（出店後６
か月経過時）23件、6,900,000円
さらに、令和２、令和３年度の本制度の実績、事業者・商店会への
ヒアリングを含めた報告書を令和４年６月に作成した。

連続講座「環境の学校」、緑関連講座「環境の学校Greenプロジェク
ト」、高校・大学生対象の「環境の学校PRプロジェクト」、環境
展、むさしの環境フェスタ、市民団体等が活動発表する「むさしの
エコ・チャレンジ」を開催した。また、ワクチン接種会場となり縮
小した開館事業を補うため、施設外事業として、駅周辺でのポップ
アップ事業や、若年層による環境団体等取材記事のWEB掲載等を実施
した。
来館者数：52,400人／年

予算
決算

18,108
13,182

予算
決算

6,600
6,600

路線商店街の「にぎわい」「ふれあい」の創出や活力ある商店街づ
くりのために、複数の路線商店会が実施するスタンプ等共同事業を
支援した。

予算
決算

5,023
5,023

事業名を「CO+LAB MUSASHINO（コラボむさしの）」に正式に定め、
令和４年度は「食と農」をテーマに、市内飲食店と市内農家の異業
種連携に取り組み、最終的に30品目の新商品開発に繋がった。ま
た、令和４年11月13日には武蔵野中央公園において、コラボ商品の
一部お披露目イベントを農産物品評会と同時開催し、約１万5,000人
の来場者があった。

予算
決算

43,001
38,056

「市の魅力発信」「地域産業振興」「市政の充実と未来への財源確
保」の３つの基本コンセプトを軸に、市内外の方に共感していただ
けるような寄附金の使い道や魅力的な返礼品を用意し、積極的に本
市のＰＲを行った。
令和４年６月から「三越伊勢丹ふるさと納税」、同年８月から「au
PAYふるさと納税」、同年11月から「セゾンのふるさと納税」での寄
附受付を開始した。
さらに９月から、市内の加盟店で食事や買い物に利用できる「ふる
さと納税払いチョイスPay」（寄附額の３割分を「1ポイント＝1円」
とする電子ポイントの返礼品）の取扱いを開始した。
寄附件数(入金ベース)：1,411件
寄附金額(入金ベース)：35,689,000円

予算
決算

59,683
52,390

事業資金融資あっせん制度の利用者に対して利子補給及び信用保証
料の補助を行い、経営の安定と事業の発展に寄与した。
・中小規模事業者事業資金融資利子補給
　1,448件　31,235,055円
・中小規模事業者事業資金融資信用保証料補助
　133件　13,052,826円
・小規模事業者経営改善資金融資利子補給
　144件　2,861,347円
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2 気候市民会議の開催及び気候危
機打開武蔵野市民活動プラン
（仮称）の作成

《衛生費○環境啓発施設事業》
［環境政策課］

3 緑ボランティア団体事業助成

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

基本施策２ 地球温暖化対策の推進
4 公共施設環境配慮指針の策定

《衛生費○環境対策推進事業》
［環境政策課］

5 雨水浸透施設等助成事業

《衛生費○水環境等対策推進事業》
［下水道課］

6 環境舗装事業

《土木費○環境舗装事業》
［交通企画課、下水道課］

7 雨水貯留浸透施設設置事業

《下水道事業会計》
［下水道課］

基本施策３ 「緑」を基軸としたまちづくりの推進
8 公園等建設事業

《土木費○公園等建設事業》
［緑のまち推進課］

9 保存樹林等の指定

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

10 二俣尾・武蔵野市民の森の充実
と奥多摩の森林整備

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

予算
決算

予算
決算

7,764
6,961

森林が持つ水源涵養、地球温暖化防止などの多面的機能に着目し、
自然体験などから自然環境、自然保護の関心を高め、さまざまな主
体と連携し森林保護・育成などを推進した。
【内容】二俣尾・武蔵野市民の森に関する協定書に定める協定区域
のうち、森林整備区域4.09haの整備及び利用啓発区域5.77haを活用
した。二俣尾自然体験館及び管理棟の維持管理を行った。新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況を鑑みながら、森の市民講座を５回、
森林整備啓発事業（自然観察会）を３回開催した。また、奥多摩・
武蔵野の森に関する森林整備協定書に定める協定区域のうち、3.3ha
の保全整備を実施した。

予算
決算

10,943
10,350

民有地の緑を守る一環として、保存樹林などの指定制度により、所
有者の適正な維持管理を支援するため、助成金の交付、樹木医の派
遣及び倒木保険への加入を行った。
【保存樹林などの指定】保存樹木総数959本、生垣総延長4,646ｍ、
保存樹林総数３件、総面積6,538㎡
【樹木診断】５か所

予算
決算

4,020
3,408

住宅への雨水浸透施設や雨水タンクの設置を促進するため、材料費
や設置費に対して助成金を交付し、治水、利水、水循環の推進を
図った。
・助成件数　雨水浸透施設 23件（既存住宅 19件・新築住宅 ４件）
　　　　　　雨水タンク　 19件（小型 10件・中型 ９件）

予算
決算

39,197
45,542

改築等が予定されている公共施設において、一層の省エネ・創エネ
化を推進するため、公共施設の環境配慮指針の策定に向けて、本市
が達成すべきエネルギー消費性能、備えるべき設備等の基準の検討
を行った。

市立公園などを拠点として緑の保全、緑化推進及び公園などの維持
に関する活動を行っている緑ボランティア26団体に対し、その事業
経費の一部を助成し、活動の発展を促すとともに、団体間の横の繋
がりが図られるよう連絡協議会を開催した。新型コロナウイルス感
染症対策として、例年より活動規模を縮小してイベントを実施し
た。

近年増大している局地的大雨等による浸水被害の軽減及び水環境の
保全を図るため、わんぱく公園に雨水貯留浸透施設（200㎥）の設置
を行った。

予算
決算

37,200
23,980

3,492
4,655

無作為抽出等により選ばれた市民68人による気候市民会議を全５回
開催し、2050年ゼロカーボンシティの実現に向けた気候変動対策に
ついて議論を行った。気候危機打開武蔵野市民活動プラン（仮称）
の作成に向けて、会議で出た意見や参加者アンケートの結果の整理
を行い、会議の「実施の記録」を作成した。

予算
決算

35,700
10,476

生活道路改修の際に、透水性舗装を施工し、雨水の流出抑制や地下
水の涵養を図るとともに、道路浸透ますを設置した。
透水性舗装：面積529.0㎡、延長170.2ｍ
道路浸透ます：３か所

予算
決算

348,488
925,335

魅力的で安全安心な潤いある都市環境の推進を目指し、公園施設の
改修を行うとともに、子どもたちの遊び場の充実を図るため、西久
保３丁目に西久保はらっぱ公園を新設し、中央高架下公園とわんぱ
く公園のリニューアル工事を実施した。また、これまで一部借地公
園となっていた西久保１丁目の野鳥の森公園の用地（1,000.43㎡）
を取得した。市内の街路樹については、良好な桜並木保全のため不
健全な桜の植替えを行った。
木製複合遊具は公共施設への多摩産材利用促進プロジェクト事業補
助金、公園整備は緑あふれる公園緑地等整備事業補助金、東京都市
町村総合交付金、子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業補助
金、公園緑化基金を活用した。

予算
決算

8,860
8,850
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11 未来へ育て！苗木すくすく大木
計画

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

12 仙川水辺環境整備事業

《土木費○仙川水辺環境整備事業》
［緑のまち推進課］

基本施策４ 省エネルギー・省資源型の持続可能な都市の構築
13 ３Ｒ推進事業

《衛生費○ごみ減量と資源化推進事
業》
［ごみ総合対策課］

14 集団回収事業

《衛生費○ごみ減量と資源化推進事
業》
［ごみ総合対策課］

15 一般廃棄物処理基本計画改定

《衛生費○ごみ減量と資源化推進事
業》
［ごみ総合対策課］

16 塵芥処理事業（収集委託料）

《衛生費○塵芥処理事業》
［ごみ総合対策課］

17 武蔵野クリーンセンターの安
全・安定稼働

《衛生費○武蔵野クリーンセンター
の管理運営》
［ごみ総合対策課］

基本施策５ 様々な環境の変化に対応した良好な生活環境の確保
18 低濃度ＰＣＢ廃棄物の処理

《衛生費○環境対策推進事業》
［環境政策課］

19 地域における要支援動物の相談
支援体制構築モデル事業

《衛生費○狂犬病予防・動物愛護等
啓発事業》
［環境政策課］

20 公害対策事業（アスベスト対策
の強化）

《衛生費○公害対策事業》
［環境政策課］

21 武蔵境駅南口公衆トイレの移設

《衛生費○公衆便所の維持管理》
［ごみ総合対策課］

876
372

予算
決算

12,616
12,607

5,632
672

市公共施設において保有する低濃度ＰＣＢ含有機器について、６施
設９基を撤去し、廃棄した。

予算
決算

4,780
4,289

予算
決算

835
788

予算
決算

655,017
649,022

予算
決算

安全・安心で安定的かつ効率的なごみの収集・処理体制を継続すべ
く、本市の廃棄物行政の方針や取組みを示すものとして、武蔵野市
一般廃棄物処理基本計画を改定した。

家庭から排出される一般廃棄物の収集運搬を委託した。なお、可不
燃ごみの収集運搬業務については、苦情対応等を行う緊急対応業務
も含めて一体的に委託した。

運営モニタリング等で施設運営業務の状況を適宜確認し、施設の安
全・安定稼働を実施した。また、夜間電力の有効活用によりエネル
ギーの地産地消を推進した。
焼却量　28,060t
不燃粗大ごみ搬入処理量　2,605t
発電量　12,893,780kWh

1,392,138
1,385,565

予算
決算

3,531
713

ペットの多頭飼育や飼主の高齢化等に伴う飼養困難に係る問題等に
ついて、ボランティア団体の協力や庁内部署の横断的連携を図り、
飼主へのアプローチと動物の保護・譲渡を行った。
・モデル事業実施件数３件（保護頭数６頭）

予算
決算

資源の有効活用、ごみの減量及びごみ問題に対する市民の関心を高
めるため、集団回収事業に対する支援を行った。
178団体　回収量2,197t

緑豊かな都市環境を創出するため、減少傾向にある民間の緑を育む
ことを目的とし、新築記念樹など、配布方法及び対象をさまざまに
展開して相乗的な緑化推進、啓発効果を図った。
【配布実績】　配布樹種：ハナミズキ、コブシ、シマトネリコ、モ
ミジ、ヒメシャラ
新築記念樹：56本（令和４年６月、９月、12月、令和５年３月）
一般配布：17本（令和５年３月）

リユースの促進のため、令和４年度当初15か所の設置だったリユー
ス掲示板むさしのエコボを新たに18か所増設した。Ecoパートナー認
定表彰制度において27事業者を認定表彰した。

予算
決算

24,674
21,917

予算
決算

22,417
19,272

大気汚染防止法の改正により、令和４年４月から新たに義務化され
たアスベスト事前調査結果報告について763件を受け付け、立入検査
103件を実施した。
・公害苦情相談全体の受付件数546件（大気28件、騒音127件、振動
17件、悪臭14件、その他360件）

予算
決算

85,967
85,397

便器の洋式化やバリアフリー化、歩行者空間の確保を図るため、境
南ふれあい広場公園敷地内に武蔵野プレイスのデザインと調和した
外観の公衆トイレを移設した。

予算
決算

「仙川水辺環境整備基本計画（仙川リメイク）の評価と今後の方向
性について」に基づき、市内唯一の一級河川である仙川を生態系豊
かな水辺空間として保全していくため、整備済区間の維持管理を
行った。
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22 受動喫煙防止の推進

《衛生費○駅前周辺清掃事業》
［ごみ総合対策課、健康課］

23 放射線に関する対策

《各款共通○一般管理経費、○市立
保育園運営事業、○放射線対策事
業、○武蔵野クリーンセンターの管
理運営、○一般管理経費》《水道事
業会計》
［環境政策課、ごみ総合対策課、緑
のまち推進課、子ども育成課、教育
企画課、指導課、教育支援課、工務
課］

(5) 都市基盤
基本施策１ 個性あふれる魅力的な地域のまちづくり
1 吉祥寺エリアにおける駐車場整

備ルールの検討

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

2 用途地域の一斉点検

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

3 景観道路事業

《土木費○景観道路事業》
［交通企画課］

基本施策２ 将来にわたり持続性ある都市基盤づくり
4 道路新設改良事業

《土木費○道路新設改良事業》
［交通企画課］

5 八丁地下道補修工事

《土木費○道路維持管理》
［道路管理課］

6 資材置場更新に伴う実施設計

《土木費○道路維持管理》
［道路管理課］

7 装飾街路灯（水銀灯）ＬＥＤ化
事業

《土木費○街路灯維持管理》
［道路管理課］

8 大型街路灯ＬＥＤ化事業

《土木費○街路灯維持管理》
［道路管理課］

予算
決算

5,976
3,957

空間放射線量測定、水質検査、学校・保育園給食食材放射性物質検
査などを確実かつ継続的に実施し、測量結果について市ホームペー
ジなどで市民に情報提供を行った。

予算
決算

23,823
21,643

市内３駅周辺に設置した閉鎖型喫煙所（喫煙トレーラーハウス）の
利用を促進するとともに、啓発を推進し、まちの環境美化と受動喫
煙防止を図った。

4,500
4,180

街並みの不連続や歩行環境を阻害する傾向のある建物敷地単位で規
定される駐車場附置義務制度について、地域ルールを検討し、まち
のにぎわいの維持とウォーカブルなまちづくりを推進するため、地
域の駐車施設供給量及び需要量の現況調査等、現状の整理を行っ
た。

予算
決算

10,428
6,600

東京都の依頼によって都内一斉に進められている用途地域の一斉点
検について、地形地物の変化等を踏まえ、最新の地形図との整合性
を図るため、比較・点検等を実施した。また、この点検により必要
となる都市計画変更（原案）の作成及び東京都との事前協議を行っ
た。

予算
決算

324,973
151,667

武蔵野市景観整備路線事業計画（第２次）に基づき、景観整備優先
路線の無電柱化の検討及び設計を行った。また、市道第16号線（か
たらいの道）の電線共同溝連系引込管工事及び道路照明設置工事を
行った。

予算
決算

180,869
173,378

武蔵野市道路総合管理計画に基づき、計画的に経年劣化した道路の
改修工事を実施した。
施工延長：356.0ｍ
舗装面積：車道1,839.0㎡、歩道832.5㎡
令和３年度に引き続き、市道第73号線道路整備工事を実施した。

予算
決算

予算
決算

18,120
12,100

武蔵野市道路総合管理計画に基づき、施設の長寿命化を図るため
に、令和３年度に実施した補修設計を踏まえ、八丁地下道の補修工
事を実施した。

予算
決算

4,246
4,169

築後30年以上経過し、著しく劣化しており、安全性や機能面が課題
となっている資材置場施設について、改修のための実施設計を行っ
た。

予算
決算

6,092
5,152

令和５年度から２か年で装飾街路灯（水銀灯）約400基のＬＥＤ化を
実施するため、令和４年度は装飾街路灯の劣化調査を実施した。

予算
決算

115,000
59,409

市民の安全・安心の向上、環境負荷の軽減を図るため、令和３年度
から令和４年度までの事業として市内約500基の大型街路灯（水銀
灯）のＬＥＤ化を実施した。令和４年度は、西部地区約240基の大型
街路灯のＬＥＤ化を行い、当事業を完了した。
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9 橋りょう長寿命化事業

《土木費○橋りょう新設改良事業》
［道路管理課、交通企画課］

10 配水管網整備推進事業

《水道事業会計》
［工務課］

11 浄水場・水源施設維持更新事業

《水道事業会計》
［工務課］

12 下水道ストックマネジメント推
進事業

《下水道事業会計》
［下水道課］

13 公共下水道建設事業

《下水道事業会計》
［下水道課］

14 区部流入及び流域下水道建設・
改良負担金

《下水道事業会計》
［下水道課］

15 下水道総合計画見直し及び下水
道事業経営の在り方等の検討

《下水道事業会計》
［下水道課］

16 長期包括契約方式の試行的導入
の検討

《下水道事業会計》
［下水道課］

予算
決算

166,880
171,329

武蔵野市橋りょう長寿命化計画に基づき、更新橋ほか８橋の定期点
検、うど橋、しろがね橋等の補修工事を実施した。また、よろず橋
架け替え工事（工事期間：令和３年から令和５年まで）を継続して
実施した。

予算
決算

287,624
261,250

災害時にも安全で安定的な水道水の供給ができるように、配水管の
新設及び更新を行い、配水管路の耐震化を図った。令和４年度末管
路耐震化率48.7％（0.5ポイント増加）
・工事内容
　　配水管（鋳鉄管）改良工事　１件　　  56ｍ
　　配水補助管改良工事　　　　５件　 1,369ｍ
　　受託工事　　　　　　　　　３件

予算
決算

150,343
136,868

円滑かつ効率的に水道水を供給するため、施設保全計画に基づき、
浄水場施設及び水源施設の維持・更新を図った。
・工事内容
　浄水場施設工事　12件
　水源施設工事　　３件

予算
決算

460,479
264,730

武蔵野市下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水道施設の
点検・調査、修繕・改築を実施した。また、次期ストックマネジメ
ント計画策定に向けた見直しを行った。
点検：8,980ｍ
調査：6,132ｍ
修繕：管きょ修繕工事（５スパン）
改築：管きょ改築設計（９スパン）、管きょ改築工事（２スパ
ン）、ポンプ更新（北町ポンプ所）

予算
決算

35,254
15,931

東京都の道路拡幅事業に伴う布設替え等の工事を行った。
工事：都道113号線管きょ布設替え工事

予算
決算

122,314
71,967

本市が排出する下水の処理を委託等している東京都の水再生セン
ター及び関連下水道幹線等の施設に係る建設及び改良に要する費用
を負担した。
森ヶ崎水再生センター建設負担金　   46,872千円
多摩川左岸野川流域下水道建設負担金　3,787千円
荒川右岸東京流域下水道建設負担金  　7,854千円
流域下水道改良負担金　　　　　　 　13,454千円

予算
決算

13,524
11,535

武蔵野市下水道総合計画見直し及び下水道事業経営の在り方等検討
委員会について、令和３年度に引き続き、令和４年度は６回開催
し、武蔵野市下水道総合計画、武蔵野市下水道事業経営戦略及び下
水道使用料の見直しについて、外部有識者等の意見聴取を行い、計
画等を作成した。

予算
決算

12,223
12,100

今後の下水道施設の老朽化対策による事業量増加への対応や効率的
な事業運営等を安定的に実施するため、令和６年度からの長期包括
契約方式の試行的導入に向け、令和４年度は、サウンディング型市
場調査による民間事業者の意向等を踏まえ、長期包括契約方式の事
業内容の詳細検討及び事業費の算出を実施する等の準備を着実に進
めた。
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基本施策３ 誰もが利用しやすい交通環境の整備
17 自転車のルール・マナー向上と

自転車利用環境の整備

《土木費○交通安全対策事業、○自
転車対策事業》
［交通企画課］

18 放置自転車対策業務

《土木費○自転車対策事業》
［交通企画課］

19 ムーバス運行事業

《土木費○ムーバス運行事業》
［交通企画課］

基本施策４ 安全で快適な道路ネットワークの構築
20 都市計画道路の調査・検討

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

21 区画道路整備事業

《土木費○区画道路整備事業》
［交通企画課］

22 都市計画道路（天文台通り）の
整備促進

《土木費○都市計画道路３・４・２
号線事業》
［交通企画課、用地課］

23 狭あい道路拡幅整備事業

《土木費○狭あい道路拡幅整備事
業》
［道路管理課］

基本施策６ 活力とにぎわいのある駅周辺のまちづくり
24 吉祥寺パークエリアまちの将来

像試案策定事業

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

予算
決算

25,401
22,367

安全教育の充実を図るとともに、自転車走行空間補修工事、整備検
討等を行った。
●安全教育の充実
・市内で自転車を利用する中学生以上の方を対象に自転車安全利用
講習会（武蔵野警察署共催）を24回開催し352人が受講した。
・企業などへの出張講習会を17回開催し1,357人が受講した。
・市内中学校２校に対し、スタント講習会を開催し709人が受講し
た。
・自転車出張点検整備を４回実施した。
●自転車走行空間補修工事及び整備検討
・市道第16号線の補修工事を行った。
・市道第225号線外４路線（市道第225・191・107・248・252号線）
の整備検討を行った。
●武蔵野市自転車等駐車対策協議会
・協議会を１回開催した。

予算
決算

179,820
174,424

放置自転車等の放置防止指導、撤去、保管及び返還業務を行った。
●放置自転車対策業務実績（自転車）
　・駅前放置台数　　　62台（前年度比▲10台）※
　・撤去回数　　　　 727回（前年度比±０回）
　・撤去台数　　　 1,667台（前年度比▲36台）
　・返還台数　　　 1,008台（前年度比＋４台）
※平日の午前・午後における、市内３駅（吉祥寺駅・三鷹駅・武蔵
境駅）周辺の自転車等停留実態を把握するため毎年実施している調
査。午前10時における自転車放置台数

予算
決算

179,241
128,977

ムーバスの運行、利用実態調査等を行った。
●ムーバス利用実績　年間乗客数／１日平均乗客数
　　令和４年度　　 2,266,008人／6,208.2人
　　令和３年度　　 1,843,619人／5,051.0人
　　令和２年度　　 1,734,842人／4,753.0人
　　令和元年度　　 2,670,388人／7,296.1人
●ムーパーク利用実績
　　収容台数：38台　利用台数：21,163台
　　１日平均：58.0台　（土日祝１日平均：66.1台）

予算
決算

4,158
3,245

都市計画道路３・４・27号線について、武蔵境駅周辺の交通状況
や、利用状況の変化を踏まえ、交通管理者と協議を行ったうえで、
計画道路の方向性について検討を深めた。また、方向性の検討期間
を考慮し、都市計画事業の休止期間の延伸手続を行った。

予算
決算

12,600
6,601

区画道路整備事業の買収予定地における分筆登記資料の作成や事業
協力を得た拡幅用地の仮整備工事等を実施した。

予算
決算

525,835
303,308

第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業として東京都から受
託し、用地取得に向け、土地の調査や測量、分筆登記資料の作成を
行った。令和４年度は約236㎡の用地を取得し、地権者の再建に合わ
せて仮整備工事を実施した。また、電線共同溝予備設計を実施し
た。

予算
決算

86,254
95,365

安全で快適なまちづくりを推進するため、狭あい道路の拡幅整備を
行った。
　・整備延長：約2,120m、整備面積：約393㎡
　・狭あい整備率：約36.9％（令和５年３月31日現在）

予算
決算

9,800
8,170

庁内プロジェクト（令和３年５月設置）により、まちの将来像を検
討するための資料「吉祥寺パークエリアまちの将来像立案に向け
て」を作成した。
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25 三鷹駅北口交通環境基本方針の
地域展開

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

26 都市計画道路３・３・１４号線
南口駅前広場事業

《土木費○都市計画道路３・３・１
４号線南口駅前広場事業》
［吉祥寺まちづくり事務所］

27 吉祥寺ウエストエリアの交通環
境改善調査

《土木費○吉祥寺方式物流対策事
業》
［吉祥寺まちづくり事務所、交通企
画課］

28 吉祥寺駅南口周辺交通体系検討

《土木費○吉祥寺駅周辺整備計画》
［吉祥寺まちづくり事務所、交通企
画課、まちづくり推進課］

29 （仮称）吉祥寺本町一丁目27番
街区自転車駐車場整備

《土木費○自転車対策事業》
［交通企画課］

(6) 行財政
基本施策１ 市民参加と連携・協働の推進
1 行政評価制度導入

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

2 ５市共同事業「子ども体験塾」

《総務費○企画調整》
［企画調整課、環境政策課］

3 武蔵野市自治基本条例周知事業

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

4 第六期長期計画・調整計画の策
定

《総務費○第六期長期計画・調整計
画策定》
［企画調整課］

5 市制施行75周年記念事業

《総務費○市制施行75周年記念事
業》
［企画調整課］

予算
決算

5,719
5,095

4,053
2,562

予算
決算

23,253
18,809

予算
決算

12,000
12,000

予算
決算

市制施行から75年の歩みを振り返り、武蔵野市の今を築いてきた先
人の皆様に感謝するとともに、未来へつないでいくため、令和４年
11月３日に記念事業を開催した。
参加者　387人

中央線沿線の５市（武蔵野市・三鷹市・小金井市・国分寺市・国立
市）が連携し、子どもたちに大規模で高度な感動体験を提供する事
業として、令和４年度は「環境」をテーマに、デジタルスタンプラ
リーやワークショップ、発電体験、有識者による講演会、プロジェ
クションマッピングなどを実施した。延928人の方が参加した。

令和２年４月に施行された武蔵野市自治基本条例について、周知
リーフレットを全戸配布したほか、本条例に関するシンポジウムも
開催した。

令和６年度からの５年間を計画期間とする武蔵野市第六期長期計
画・調整計画を策定するため、策定委員会を設置し、市民参加、議
員参加、職員参加をはじめとする「武蔵野市方式」により検討を進
めた。令和５年２月には計画策定に向けて特に議論すべき課題や論
点をまとめた討議要綱を公表し、パブリックコメントや意見交換会
等を実施した。

予算
決算

7,436
7,842

交通環境基本方針の策定に向け、「三鷹駅北口交通環境基本方針の
策定に向けた考え方」の中で示した交通体系の再編や駅前広場の再
整備等について、研究会、オープンハウス、ワークショップ等を通
じて地域の方々と意見交換を行い、意向を取りまとめた。

予算
決算

62,000
0
周辺交通の円滑化と歩行者の安全性・利便性向上のため、事業継続
中の吉祥寺駅南口駅前広場の用地折衝を庁内関係部署と連携して進
めた。

予算
決算

3,311
3,300

基本施策レベルの行政評価について、武蔵野市第六期長期計画・調
整計画策定委員会で新たな仕組みを試行した。

予算
決算

5,022
4,950

吉祥寺ウエストエリアの住環境と商業環境の調和したまちづくりを
目指し、荷さばき車両や自転車・歩行者の交通実態を調査するとと
もに、エリア内の道路幅員や交通規制を踏まえ、具体的な荷さばき
対策について検討した。

予算
決算

5,033
4,985

吉祥寺駅南口を中心とした交通環境の改善に向け、「吉祥寺駅南口
交通環境基本方針の策定に向けた考え方」を取りまとめ、吉祥寺駅
南口駅前広場整備後の交通課題の整理や交通環境改善に向けた検討
を進めた。

予算
決算

596,900
596,900

（仮称）吉祥寺本町一丁目27番街区自転車駐車場用地の買戻しを行
い、自転車駐車場整備工事を着工した。
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基本施策２ 効果的な広報・広聴の仕組みづくりとシティプロモーション
6 インターネットによる議会中継

（生中継及び録画による配信
等）

《議会費○議会運営》
［議会事務局］

7 議会だより発行

《議会費○議会だより発行》
［議会事務局］

8 公式ホームページ管理システム
の更改

《総務費○広報活動》
［秘書広報課］

9 市勢要覧・プロモーションWEBサ
イトの作成

《総務費○広報活動》
［秘書広報課］

10 市民と市長のふれあいトーク

《総務費○広聴活動》
［市民活動推進課］

基本施策３ 公共施設等の再構築と市有地の有効活用
11 吉祥寺本町４丁目寄贈物件（旧

赤星邸）の利活用検討

《総務費○資産活用事業》
［資産活用課］

12 公民連携による吉祥寺東町１丁
目市有地利活用事業

《総務費○資産活用事業》
［資産活用課］

13 市庁舎空調設備改修工事

《総務費○庁舎の維持管理》
［管財課］

14 公共施設劣化保全整備

《各款共通○庁舎の維持管理、○コ
ミュニティセンターの管理運営・コ
ミュニティ活動、○市民文化会館の
管理運営、○０１２３施設の管理運
営、○学童クラブ事業、○公衆便所
の維持管理、○市営住宅維持管理、
○消防施設維持管理、○校舎等施設
維持管理、○吉祥寺図書館の管理運
営、○一般管理経費、○体育施設一
般管理経費》
［施設課］

基本施策４ 社会の変化に対応していく行財政運営
15 武蔵野市の将来人口推計

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

予算
決算

14,769
11,242

予算
決算

5,634
4,868

予算
決算

15,600
15,403

予算
決算

6,038
5,940

予算
決算

629
156

予算
決算

5,938
5,348

予算
決算

4,082
3,885

予算
決算

224,110
224,110

予算
決算

1,478,165
1,264,155

予算
決算

4,486
4,486

広く市民に議会審議及び審査の模様を伝えるため、インターネット
中継を行った。従来より中継を行ってきた本会議、予算・決算特別
委員会に加え、令和２年度に開始した常任委員会及び外環道路特別
委員会についても継続して行った。
・生中継アクセス数（31,104件）・録画中継アクセス数（9,044件）

市議会に関する情報を広く市民に伝え、市民の議会に関する関心を
高めるため、議会だよりを年４回発行（４色刷、延24頁・356,000部
印刷、延345,008部全戸配布）した。

令和３年度に開始したホームページ管理システムの更改について、
予定どおり更改作業を進め、令和４年11月１日に公式ホームページ
をリニューアルした。従来の機能を維持しつつ、情報の検索性向上
やスマートフォン対応の充実を図ったほか、セキュリティ機能及び
災害時対応を強化した。

市制施行75周年の節目として、市勢要覧を発刊した。併せて、情報
の波及効果を高めるためプロモーションWEBサイトを開設した。な
お、市勢要覧は周年記念事業で活用したほか、シビックプライド
（本市への愛着）醸成を目的として、新たに転入者への配布を実施
した。

市民との対話を通じて、様々な意見や提案を聴き、今後の市政運営
に活かすため「市民と市長のふれあいトーク」を４回開催した
（テーマ別・地域別各２回）。テーマ別では、市内で活動している
団体や個人と意見交換を行い、地域別では、コミュニティ協議会と
共催し、当該地域における課題等、参加者との対話を通じ市民ニー
ズの把握等を行った。

旧赤星鉄馬邸の利活用に関する有識者会議及び市民ワークショップ
の実施により検討を開始した。また、２日間の建物見学ツアーを行
い、周知を図った。加えて、登録有形文化財の登録手続きを進め、
令和４年10月31日に文化庁により登録された。

吉祥寺東町１丁目市有地の利活用について、利活用庁内検討委員会
において実施したサウンディング型市場調査結果等を踏まえ、公民
連携事業とすることを決定した。プロポーザルにより事業者を選定
するための審査委員会を設置したが、社会情勢の影響等により事業
者の応募がなかった。

市庁舎空調設備の経年劣化に伴い、省エネルギー・低炭素化に配慮
したビル用マルチエアコンに更新する。令和４年度は空調設備改修
工事に伴う実施設計を作成し、今後影響を受ける庁内各課等への説
明会を実施した。

市庁舎、コミュニティセンター、文化施設、小中学校などについ
て、劣化調査の結果に基づき設計や工事を実施し、施設の機能維持
及び長寿命化を図った。

武蔵野市第六期長期計画・調整計画策定にあたり、基礎資料となる
30年後までの人口推計を実施した。推計結果を踏まえ、長期的な見
通しをもって議論を進めていく。
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16 指定管理者に対する労働条件審
査

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

17 文書の電子化に向けての検討

《総務費○文書管理》
［総務課］

18 ＣＩＯ補佐官（仮称）等の専門
人材の活用

《総務費○一般管理経費、○住民情
報系システム》
［情報政策課、総務課］

19 仮想化基盤・住民情報系システ
ムの更改検討

《総務費○住民情報系システム》
［情報政策課］

20 第七次総合情報化基本計画策定

《総務費○住民情報系システム》
［情報政策課］

21 ＲＰＡの活用

《総務費○住民情報系システム》
［情報政策課］

22 個人情報保護法の改正に伴う制
度見直しへの対応

《総務費○個人情報保護、○住民情
報系システム》
［市民活動推進課、情報政策課］

23 後期高齢者医療の窓口負担割合
の見直しに係る被保険者証等発
送業務

《後期高齢者医療会計　総務費○一
般管理経費、○賦課徴収経費》
［保険年金課］

基本施策５ 多様な人材の確保・育成と組織の活性化
24 行政不服審査制度の見直し

《総務費○一般管理経費》
［総務課］

25 障害者の会計年度任用職員任用

《総務費○職員管理・給与事務》
［人事課］

予算
決算

9,515
6,195

予算
決算

4,092
2,585

予算
決算

9,351
6,186

予算
決算

294
457

予算
決算

10,896
5,918

7,128
5,027

予算
決算

9,212
8,350

予算
決算

8,000
6,618

予算
決算

26,353
26,329

予算
決算

825
825

予算
決算

ＣＩＯ補佐官を任用し、本市のＤＸの全体マネジメントへの支援と
して、機運の醸成に向けた研修等に取り組んだ。
また、デジタル化推進アドバイザー業務にて、ＩＣＴ導入の妥当性
評価や利活用の支援を実施した。

武蔵野市第六期長期計画をＩＣＴの側面から支えるための個別計画
として、社会状況の変化や新たな技術動向等に対応した３か年の計
画を策定した。

単純・反復業務等を自動化するＲＰＡ（ロボティック・プロセス・
オートメーション）を８部署31業務にて活用した。紙の情報を電子
データ化するＡＩ－ＯＣＲと併せて活用し、処理速度と正確性の向
上等の成果があった。

仮想化基盤更新のためプロポーザルを実施し、クラウドサービスの
活用も含めた提案を受けた。住民情報系システムの更改はシステム
標準化への対応を踏まえて行う必要があるため、現行システムとの
機能差分抽出等を実施した。

令和４年12月に武蔵野市個人情報の保護に関する条例ほか３件の議
案を上程し、関係する条例の制定・改廃を行った。各課に調査し、
令和５年３月に個人情報ファイル簿を作成した。総務省の「地方公
共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」
の改定を受け、市情報セキュリティ対策基準の改定方針を定めた。

法改正により、令和４年10月から一部被保険者の窓口負担割合が２
割となることに伴い、施行前の同年９月に、被保険者全員に対し、
被保険者証の発行・発送を行った。
・発送総数：17,896通

障害者の就労支援、雇用促進のため、障害のある会計年度任用職員
（２人）を任用した。また、障害や障害者就労に対する職員理解の
推進を図るため、障害者の庁内実習及び障害者就労の理解向上研修
を実施した。

弁護士資格を有する会計年度任用職員を任用し、市管理職と２人で
行政不服審査制度の審理員を担う体制とした。弁護士の法的な知見
を活用することで、適正な審理の実施につながったほか、市管理職
の審理能力の向上に寄与した。

指定管理者の従業員の労働条件について、人事・労務関係法令遵守
の観点から、社会保険労務士による点検を行った。

業務効率化や意思決定の迅速化を目指して、文書の電子化や電子決
裁の導入を進めるにあたり必要な事項を専門家の支援を受けながら
検討し、取り組むべき課題や対応案の洗出しを行った。
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令
和

４
年

度
決

算
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

額
に

つ
い

て
（

歳
出

の
内

訳
）

■
歳

出
（
議

会
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
1

1
議

会
事

務
局

議
会

運
営

5
.中

止
・
延

期
友

好
都

市
訪

問
を

中
止

し
た

（
旅

費
、

バ
ス

借
上

げ
料

）
。

△
 3

,0
1
7

■
歳

出
（
総

務
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
1

1
秘

書
広

報
課

一
般

管
理

経
費

5
.中

止
・
延

期
行

政
関

係
団

体
連

絡
協

議
会

懇
親

会
の

中
止

に
伴

う
食

糧
費

の
減

額
。

△
 1

6
4

一
般

2
1

1
人

事
課

職
員

管
理

・
給

与
事

務
4
.縮

小
管

内
出

張
及

び
管

外
出

張
の

減
少

に
伴

う
旅

費
の

減
額

。
※

影
響

額
に

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

以
外

の
も

の
も

含
む

。
△

 3
,8

1
3

一
般

2
1

1
人

事
課

職
員

の
研

修
4
.縮

小
研

修
の

縮
小

の
た

め
。

△
 1

,0
7
5

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

ア
メ

リ
カ

・
ラ

ボ
ッ

ク
市

と
の

相
互

交
流

事
業

5
.中

止
・
延

期
米

国
テ

キ
サ

ス
州

ラ
ボ

ッ
ク

市
か

ら
の

中
学

生
受

入
れ

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
代

替
と

し
て

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
に

よ
る

交
流

を
図

っ
た

（
代

替
事

業
に

伴
う

予
算

執
行

は
な

し
）
。

△
 3

,5
7
1

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

韓
国

と
の

相
互

交
流

事
業

5
.中

止
・
延

期
大

韓
民

国
ソ

ウ
ル

特
別

市
江

東
区

か
ら

の
中

高
生

の
受

入
れ

及
び

同
区

ス
ポ

ー
ツ

交
流

団
の

受
入

れ
並

び
に

大
韓

民
国

忠
清

北
道

忠
州

市
へ

の
中

高
生

の
派

遣
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

,2
6
0

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

韓
国

と
の

相
互

交
流

事
業

6
.代

替
中

止
し

た
交

流
事

業
の

代
替

と
し

て
、

本
市

の
中

高
生

と
江

東
区

の
中

高
生

に
よ

る
３

日
間

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

を
実

施
し

た
。

6
4

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

ル
ー

マ
ニ

ア
・
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
と

の
交

流
事

業
5
.中

止
・
延

期
ル

ー
マ

ニ
ア

・
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
へ

の
青

少
年

の
派

遣
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,7
7
9

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

ル
ー

マ
ニ

ア
・
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
と

の
交

流
事

業
6
.代

替
中

止
し

た
交

流
事

業
の

代
替

と
し

て
、

本
市

の
青

少
年

と
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
の

青
少

年
に

よ
る

４
日

間
の

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
を

実
施

し
た

。
6
7

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

ロ
シ

ア
・
ハ

バ
ロ

フ
ス

ク
市

と
の

相
互

交
流

事
業

5
.中

止
・
延

期
ロ

シ
ア

・
ハ

バ
ロ

フ
ス

ク
市

へ
の

自
然

交
流

使
節

団
の

派
遣

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
,6

6
9

一
般

2
1

1
1

市
政

セ
ン

タ
ー

市
政

セ
ン

タ
ー

の
維

持
運

営
2
.拡

充
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
の

消
耗

品
（
ハ

ン
ド

ソ
ー

プ
、

除
菌

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
等

）
を

購
入

し
た

。
5
6

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
危

機
管

理
対

策
事

業
2
.拡

充
自

宅
療

養
者

等
に

対
し

て
シ

ョ
ー

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
て

市
独

自
の

食
料

品
・
日

用
品

等
の

支
援

の
案

内
を

実
施

し
た

。
4
3
4

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
危

機
管

理
対

策
事

業
1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

防
止

啓
発

用
横

断
幕

撤
去

及
び

商
店

街
放

送
を

中
止

し
た

。
2
1
9

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
危

機
管

理
対

策
事

業
3
.継

続
自

宅
療

養
者

等
に

対
す

る
食

料
品

・
日

用
品

等
の

支
援

を
実

施
し

た
。

3
5
,1

0
1
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
1

1
5

子
ど

も
育

成
課

私
立

幼
稚

園
等

助
成

事
業

3
.継

続
私

立
幼

稚
園

に
対

し
て

、
子

供
を

安
心

し
て

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

補
助

金
を

交
付

し
た

。
4
,4

1
8

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

自
然

の
村

の
管

理
運

営
3
.継

続
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
再

開
準

備
事

業
実

施
時

に
お

い
て

、
キ

ャ
ビ

ン
で

使
用

す
る

毛
布

の
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
回

数
を

増
や

し
た

。
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
防

止
の

た
め

施
設

の
消

毒
を

実
施

し
た

。
1
,2

8
0

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

む
さ

し
の

ジ
ャ

ン
ボ

リ
ー

事
業

6
.代

替
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
事

業
を

中
止

し
、

川
上

村
に

あ
る

武
蔵

野
市

立
自

然
の

村
や

二
俣

尾
・
武

蔵
野

市
民

の
森

「
自

然
体

験
館

」
な

ど
を

使
用

し
て

、
再

開
準

備
事

業
を

実
施

し
た

。
1
0
,5

7
9

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

青
少

年
活

動
育

成
事

業
5
.中

止
・
延

期
鳥

取
県

家
族

ふ
れ

あ
い

自
然

体
験

事
業

の
中

止
に

よ
る

減
額

。
△

 3
,2

1
4

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

青
少

年
活

動
育

成
事

業
4
.縮

小
非

行
の

な
い

明
る

い
街

づ
く
り

武
蔵

野
連

絡
協

議
会

補
助

金
に

つ
い

て
当

該
団

体
の

活
動

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
2
4

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

青
少

年
活

動
育

成
事

業
4
.縮

小
青

少
年

団
体

補
助

金
事

業
を

実
施

で
き

な
か

っ
た

団
体

が
あ

る
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
0

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

青
少

年
活

動
育

成
事

業
4
.縮

小
青

少
年

団
体

バ
ス

借
り

上
げ

料
補

助
金

事
業

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
団

体
が

あ
る

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,3
9
8

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

青
少

年
活

動
育

成
事

業
4
.縮

小
中

学
生

・
高

校
生

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

の
一

部
事

業
を

変
更

し
て

実
施

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

※
次

世
代

担
い

手
育

成
キ

ャ
ン

プ
を

含
む

。
△

 5
4
4

一
般

2
4

2
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局
明

る
い

選
挙

常
時

啓
発

事
業

5
.中

止
・
延

期
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

東
京

都
市

明
る

い
選

挙
推

進
協

議
会

主
催

の
総

会
・
研

修
会

や
市

明
る

い
選

挙
推

進
協

議
会

が
予

定
し

て
い

た
管

内
研

修
が

中
止

と
な

っ
た

た
め

。
△

 3
4
9

一
般

2
5

2
総

務
課

統
計

調
査

員
確

保
対

策
事

業
5
.中

止
・
延

期
調

査
員

研
修

を
中

止
し

た
。

△
 3

4
2

一
般

2
5

2
総

務
課

建
設

工
事

統
計

調
査

6
.代

替
調

査
員

調
査

を
実

施
せ

ず
、

郵
送

に
よ

る
調

査
と

し
た

。
2
0

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

市
民

文
化

会
館

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
3
0
6

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

公
会

堂
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
1
7

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

ス
イ

ン
グ

ホ
ー

ル
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
1
0

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

吉
祥

寺
美

術
館

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
4
6

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

吉
祥

寺
シ

ア
タ

ー
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
8
9
6

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

か
た

ら
い

の
道

　
市

民
ス

ペ
ー

ス
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・
展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
か

ら
）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
2
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■
歳

出
（
民

生
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

一
般

管
理

経
費

5
.中

止
・
延

期
保

護
司

会
及

び
武

蔵
野

市
赤

十
字

奉
仕

団
管

外
研

修
が

中
止

と
な

り
随

行
旅

費
が

な
く
な

っ
た

。
【
旅

費
】

△
 7

2

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

一
般

管
理

経
費

4
.縮

小
保

護
司

会
及

び
武

蔵
野

市
赤

十
字

奉
仕

団
管

外
研

修
が

中
止

に
な

る
等

、
活

動
が

大
幅

に
縮

小
さ

れ
た

。
【
負

担
金

、
補

助
及

び
交

付
金

】
△

 1
,7

9
1

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

民
生

・
児

童
委

員
（
社

会
福

祉
協

力
員

）
事

業
4
.縮

小
民

生
児

童
委

員
管

外
研

修
が

中
止

と
な

り
当

該
費

用
弁

償
、

随
行

旅
費

が
な

く
な

っ
た

。
【
旅

費
】

△
 3

,1
9
2

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

民
生

・
児

童
委

員
（
社

会
福

祉
協

力
員

）
事

業
5
.中

止
・
延

期
民

生
児

童
委

員
管

外
研

修
が

中
止

と
な

り
バ

ス
運

行
委

託
費

が
な

く
な

っ
た

。
【
委

託
費

】
△

 4
0
0

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

3
.継

続

（
令

和
３

年
度

繰
越

分
）

「
コ

ロ
ナ

克
服

・
新

時
代

開
拓

の
た

め
の

経
済

対
策

」（
令

和
３

年
11

月
19

日
閣

議
決

定
）
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
長

期
化

す
る

中
、

様
々

な
困

難
に

直
面

し
た

方
々

が
、

速
や

か
に

生
活

・
暮

ら
し

の
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
に

対
し

１
世

帯
あ

た
り

10
万

円
の

給
付

金
支

給
事

業
を

令
和

３
年

度
か

ら
継

続
し

て
実

施
し

た
。

（
事

業
費

は
職

員
人

件
費

等
他

事
業

費
を

一
部

を
含

む
。

）

1
5
3
,8

5
9

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

2
.拡

充

（
令

和
４

年
度

プ
ッ

シ
ュ

型
給

付
）

「
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
「
原

油
価

格
・
物

価
高

騰
等

総
合

緊
急

対
策

」」
（
令

和
４

年
４

月
26

日
原

油
価

格
・
物

価
高

騰
等

に
関

す
る

関
係

閣
僚

会
議

）
に

お
い

て
、

真
に

生
活

に
困

っ
て

い
る

方
々

へ
の

支
援

措
置

の
強

化
と

し
て

、
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

(家
計

急
変

に
よ

り
受

給
資

格
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

申
請

が
な

い
こ

と
に

よ
り

受
給

で
き

て
い

な
い

世
帯

を
含

む
。

)
に

対
す

る
臨

時
特

別
給

付
金

に
つ

い
て

、
原

則
と

し
て

令
和

４
年

度
課

税
情

報
を

活
用

し
た

プ
ッ

シ
ュ

型
給

付
を

実
施

し
た

。
（
事

業
費

は
職

員
人

件
費

等
他

事
業

費
を

一
部

を
含

む
。

）

2
0
4
,6

0
7

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

1
.新

規

（
電

力
・
ガ

ス
・
食

料
品

等
価

格
高

騰
緊

急
支

援
給

付
金

）
「
物

価
・
賃

金
・
生

活
総

合
対

策
本

部
（
第

４
回

）」
（
令

和
４

年
９

月
９

日
開

催
）
に

お
い

て
、

電
力

・
ガ

ス
・
食

料
品

等
の

価
格

高
騰

に
よ

る
負

担
増

を
踏

ま
え

、
特

に
家

計
へ

の
影

響
が

大
き

い
低

所
得

世
帯

（
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

）
に

対
し

、
給

付
金

支
給

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
（
事

業
費

は
職

員
人

件
費

等
他

事
業

費
を

一
部

を
含

む
。

）

6
7
0
,6

4
9

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
一

般
管

理
経

費
3
.継

続

（
P

C
R

検
査

等
費

用
助

成
事

業
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

と
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

者
の

集
団

で
形

成
さ

れ
る

施
設

等
が

職
員

や
利

用
者

を
対

象
と

し
て

実
施

す
る

P
C

R
検

査
等

の
費

用
を

助
成

。
26

件
　

37
1
千

円

3
7
1

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
心

身
障

害
者

在
宅

等
援

護
事

業
2
.拡

充

（
リ

フ
ト

付
タ

ク
シ

ー
運

行
事

業
補

助
金

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

ウ
ク

ラ
イ

ナ
情

勢
等

に
伴

う
原

油
価

格
・
物

価
高

騰
に

直
面

す
る

運
行

事
業

所
に

対
し

、
負

担
軽

減
を

行
う

た
め

追
加

の
補

助
を

行
っ

た
。

（
追

加
分

）2
30

千
円

2
3
0

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
障

害
者

自
立

支
援

給
付

等
事

業
1
.新

規
（
物

価
高

騰
対

応
臨

時
補

助
金

（
障

害
者

施
設

等
）
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

や
ウ

ク
ラ

イ
ナ

情
勢

等
に

伴
う

原
油

価
格

・
物

価
高

騰
に

直
面

す
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

対
し

、
負

担
軽

減
を

行
う

た
め

補
助

を
行

っ
た

。
2
9
,7

4
4

- 48 -



会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

4
.縮

小
（
障

害
者

(児
)シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

）
在

宅
障

害
者

(児
)の

緊
急

一
時

入
所

、
体

験
入

所
等

及
び

レ
ス

パ
イ

ト
(介

護
者

等
の

休
養

)短
期

入
所

(シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
)の

受
入

数
を

縮
小

。
△

 2
,4

7
9

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
精

神
障

害
者

援
護

事
業

3
.継

続

（
武

蔵
野

市
民

こ
こ

ろ
の

健
康

支
援

事
業

）
外

出
自

粛
等

に
よ

り
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
問

題
を

抱
え

る
市

民
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

電
話

相
談

の
回

数
を

増
加

す
る

対
応

を
継

続
し

た
。

（
通

常
委

託
費

）3
,1

50
千

円
　

（
追

加
分

）1
,0

00
千

円

1
,0

0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
敬

老
記

念
事

業
6
.代

替
友

愛
訪

問
を

中
止

し
、

敬
老

祝
品

の
郵

送
を

実
施

し
た

。
1
9
,9

8
6

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
老

人
ク

ラ
ブ

関
係

事
業

4
.縮

小
各

単
位

老
人

ク
ラ

ブ
が

事
業

の
一

部
を

中
止

又
は

延
期

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 4

,6
0
1

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
社

会
参

加
促

進
事

業
3
.継

続
令

和
２

、
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

い
き

い
き

サ
ロ

ン
に

対
し

て
感

染
症

対
策

費
補

助
金

を
支

給
し

た
。

1
,8

5
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
社

会
参

加
促

進
事

業
4
.縮

小
各

い
き

い
き

サ
ロ

ン
が

活
動

を
休

止
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

一
部

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,5

7
4

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
移

送
サ

ー
ビ

ス
事

業
3
.継

続
令

和
２

、
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

レ
モ

ン
キ

ャ
ブ

の
運

行
協

力
員

を
対

象
と

す
る

感
染

症
に

備
え

た
保

険
に

加
入

す
る

と
と

も
に

、
感

染
症

対
策

用
品

を
購

入
し

て
車

両
に

配
備

し
た

。
1
,8

2
6

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
テ

ン
ミ

リ
オ

ン
ハ

ウ
ス

事
業

3
.継

続
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

テ
ン

ミ
リ

オ
ン

ハ
ウ

ス
に

対
し

て
感

染
症

対
策

費
補

助
金

を
支

給
し

た
。

7
0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
テ

ン
ミ

リ
オ

ン
ハ

ウ
ス

事
業

4
.縮

小
各

テ
ン

ミ
リ

オ
ン

ハ
ウ

ス
が

開
館

時
間

を
短

縮
、

利
用

定
員

を
制

限
、

事
業

の
一

部
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,4
0
9

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
高

齢
者

日
常

生
活

支
援

事
業

2
.拡

充
介

護
者

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

感
染

し
た

こ
と

に
よ

り
介

護
者

不
在

と
な

る
場

合
、

ま
た

高
齢

者
本

人
が

感
染

し
自

宅
療

養
と

な
っ

た
場

合
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

レ
ス

キ
ュ

ー
ヘ

ル
パ

ー
事

業
を

継
続

し
た

（
感

染
症

対
応

レ
ス

キ
ュ

ー
ヘ

ル
パ

ー
）
。

3
,9

8
8

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
認

知
症

高
齢

者
支

援
事

業
4
.縮

小
施

設
介

護
サ

ポ
ー

タ
ー

事
業

は
、

引
続

き
実

施
場

所
が

制
限

さ
れ

、
１

施
設

の
み

で
の

実
施

と
な

っ
た

。
△

 1
,3

3
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
高

齢
者

総
合

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

事
業

4
.縮

小
社

会
活

動
セ

ン
タ

ー
は

受
講

募
集

人
数

を
減

ら
し

た
こ

と
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
利

用
自

粛
等

に
よ

り
利

用
者

数
が

減
少

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,4
1
6

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
北

町
高

齢
者

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

事
業

3
.継

続
令

和
２

、
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
実

施
施

設
に

対
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

必
要

な
経

費
に

充
て

る
た

め
の

費
用

を
補

助
し

た
。

3
0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
介

護
保

険
事

業
3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
と

重
症

化
す

る
リ

ス
ク

の
高

い
者

の
集

団
で

形
成

さ
れ

る
施

設
等

が
職

員
や

利
用

者
を

対
象

と
し

て
実

施
す

る
P

C
R

検
査

等
の

費
用

を
助

成
。

15
件

　
1
,8

60
千

円
1
,8

6
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
介

護
保

険
事

業
1
.新

規
（
物

価
高

騰
対

応
臨

時
補

助
金

（
福

祉
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
者

））
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

ウ
ク

ラ
イ

ナ
情

勢
等

に
伴

う
原

油
価

格
・
物

価
高

騰
に

直
面

す
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
に

対
し

、
負

担
軽

減
を

行
う

た
め

補
助

を
行

っ
た

。
7
6
,1

9
2

一
般

3
1

3
住

宅
対

策
課

福
祉

型
民

間
ア

パ
ー

ト
借

上
事

業
5
.中

止
・
延

期
集

会
室

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
業

務
及

び
清

岳
苑

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
業

務
を

中
止

し
た

た
め

。
△

 9
2
4
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事
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名
区

分
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容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
2

1
子

ど
も

育
成

課
認

可
外

保
育

施
設

助
成

事
業

3
.継

続
市

内
認

証
保

育
所

等
に

対
し

て
、

職
員

が
感

染
症

対
策

の
徹

底
を

図
り

な
が

ら
保

育
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

係
る

補
助

金
を

支
給

し
た

。
7
,5

2
8

一
般

3
2

1
子

ど
も

育
成

課
認

可
外

保
育

施
設

助
成

事
業

3
.継

続
市

の
要

請
や

同
意

を
受

け
て

臨
時

休
園

し
た

場
合

、
又

は
児

童
が

登
園

自
粛

し
た

日
数

に
応

じ
て

、
保

育
料

を
軽

減
し

た
認

証
保

育
所

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

し
た

。
3
,2

7
4

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

3
.継

続
市

民
社

協
の

委
託

事
業

に
お

い
て

行
う

子
ど

も
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
食

堂
へ

の
運

営
費

助
成

に
つ

い
て

、
東

京
都

に
よ

る
取

組
み

加
算

の
追

加
に

伴
い

、
配

食
・
宅

食
実

施
に

対
し

て
も

助
成

し
た

。
※

子
ど

も
の

支
援

に
係

る
地

域
連

携
強

化
事

業
委

託
（
東

京
都

子
供

食
堂

推
進

事
業

）
2
0
2

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

4
.縮

小
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

し
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

一
部

窓
口

で
の

貸
出

し
を

中
止

す
る

な
ど

、
事

業
内

容
を

一
部

縮
小

し
て

実
施

し
た

。
△

 3
,7

9
0

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

０
１

２
３

施
設

の
管

理
運

営
3
.継

続
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

実
施

施
設

に
対

し
、

感
染

拡
大

防
止

に
必

要
な

経
費

に
充

て
る

た
め

の
費

用
を

補
助

し
た

。
4
9
3

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

す
く
す

く
施

設
事

業
3
.継

続
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

実
施

施
設

に
対

し
、

感
染

拡
大

防
止

に
必

要
な

経
費

に
充

て
る

た
め

の
費

用
を

補
助

し
た

。
3
0
2

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

民
間

子
育

て
支

援
施

設
事

業
3
.継

続
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

実
施

施
設

に
対

し
、

感
染

拡
大

防
止

に
必

要
な

経
費

に
充

て
る

た
め

の
費

用
を

補
助

し
た

。
3
5
2

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
育

て
世

帯
生

活
支

援
特

別
給

付
金

事
業

1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

18
歳

ま
で

の
児

童
（
障

害
児

の
場

合
は

20
歳

未
満

）
を

養
育

す
る

低
所

得
の

子
育

て
世

帯
に

対
し

、
特

別
給

付
金

を
支

給
。

対
象

児
童

一
人

あ
た

り
50

,0
00

円
。

所
得

要
件

あ
り

。
9
3
,2

4
6

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
育

て
世

帯
等

臨
時

特
別

支
援

事
業

3
.継

続

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

踏
ま

え
、

18
歳

ま
で

の
児

童
を

養
育

す
る

児
童

手
当

（
本

則
給

付
）
相

当
の

所
得

の
子

育
て

世
帯

へ
臨

時
特

別
の

給
付

金
と

し
て

、
対

象
児

童
一

人
あ

た
り

10
0
,0

00
円

を
一

括
支

給
（「

一
括

給
付

金
」）

。
ま

た
、

離
婚

等
で

新
た

に
養

育
者

と
な

り
、

基
準

日
以

降
に

支
給

対
象

と
な

っ
た

者
等

に
対

し
「
支

援
給

付
金

」
と

し
て

同
額

を
支

給
。

所
得

要
件

あ
り

。

8
,4

4
9

一
般

3
2

2
子

ど
も

育
成

課
保

育
所

等
運

営
委

託
・
給

付
事

業
3
.継

続
市

内
認

可
保

育
施

設
(市

立
を

除
く
）
に

対
し

て
、

職
員

が
感

染
症

対
策

の
徹

底
を

図
り

な
が

ら
保

育
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

係
る

補
助

金
を

支
給

し
た

。
1
8
,9

1
5

一
般

3
2

4
子

ど
も

育
成

課
市

立
保

育
園

運
営

事
業

3
.継

続
市

立
保

育
園

に
対

し
て

、
職

員
が

感
染

症
対

策
の

徹
底

を
図

り
な

が
ら

保
育

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
消

耗
品

を
購

入
し

た
。

※
当

初
予

算
額

1
,2

00
千

円
+
補

正
予

算
2
,0

00
千

円
2
,8

4
8

一
般

3
3

1
生

活
福

祉
課

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業
3
.継

続
自

立
相

談
支

援
機

関
の

強
化

体
制

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

に
よ

る
影

響
の

長
期

化
を

踏
ま

え
た

本
市

独
自

の
支

援
策

と
し

て
、

住
居

契
約

更
新

料
給

付
金

、
特

別
就

職
支

援
金

の
支

給
を

行
っ

た
。

8
0
,4

8
4

一
般

3
3

1
生

活
福

祉
課

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
金

支
給

事
業

3
.継

続

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
影

響
が

長
期

化
す

る
中

で
、

特
例

貸
付

を
利

用
で

き
な

い
世

帯
に

対
し

、
就

労
に

よ
る

自
立

を
図

る
た

め
、

ま
た

そ
れ

が
困

難
な

場
合

に
円

滑
に

生
活

保
護

の
受

給
へ

つ
な

げ
る

た
め

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
の

支
給

を
実

施
し

、
公

共
職

業
安

定
所

の
求

職
申

込
等

を
通

じ
て

常
用

就
職

を
目

指
す

活
動

を
支

援
し

た
。

令
和

４
年

12
月

末
申

請
期

限
で

、
年

度
末

で
事

業
を

終
了

し
た

。

6
1
,3

7
4
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■
歳

出
（
衛

生
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

4
1

1
健

康
課

休
日

診
療

3
.継

続
休

日
診

療
に

つ
い

て
、

年
末

年
始

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

診
療

体
制

を
拡

充
し

た
。

5
4
6

一
般

4
1

2
健

康
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
事

業
3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

を
防

止
し

、
市

民
の

生
命

及
び

健
康

を
守

る
た

め
に

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
を

行
う

。
1
,4

5
8
,8

7
3

一
般

4
1

2
健

康
課

感
染

症
予

防
対

策
事

業
3
.継

続
感

染
症

予
防

対
策

衛
生

用
品

の
医

療
機

関
へ

の
支

援
。

3
5
7

一
般

4
1

2
健

康
課

歯
科

衛
生

事
業

5
.中

止
・
延

期
よ

い
歯

の
つ

ど
い

を
中

止
し

た
。

△
 5

0
0

一
般

4
1

2
健

康
課

歯
科

衛
生

事
業

5
.中

止
・
延

期
無

料
の

歯
科

口
腔

検
査

を
中

止
し

た
。

△
 2

,3
4
4

一
般

4
1

3
下

水
道

課
水

環
境

等
対

策
推

進
事

業
4
.縮

小
臭

気
抑

制
対

策
助

成
金

に
つ

い
て

、
地

域
と

の
連

携
機

会
の

減
少

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,1
3
0

一
般

4
1

3
下

水
道

課
水

環
境

等
対

策
推

進
事

業
4
.縮

小
雨

水
浸

透
施

設
助

成
金

に
つ

い
て

、
戸

別
訪

問
P

R
活

動
機

会
の

減
少

に
よ

る
減

額
。

△
 2

4
,9

4
4

■
歳

出
（
農

業
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

農
業

委
員

会
の

運
営

5
.中

止
・
延

期
農

業
委

員
行

政
視

察
の

中
止

。
△

 1
,7

6
8

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

農
業

委
員

会
の

運
営

6
.代

替
東

京
都

農
業

会
議

会
長

視
察

研
修

を
縮

小
し

、
一

部
を

リ
モ

ー
ト

開
催

と
し

た
。

0

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

農
業

委
員

会
の

運
営

4
.縮

小
北

多
摩

地
区

農
業

委
員

会
会

長
研

修
の

縮
小

（
日

帰
り

開
催

）
。

△
 5

一
般

6
1

3
産

業
振

興
課

農
業

振
興

事
業

5
.中

止
・
延

期
農

業
交

流
活

性
化

支
援

事
業

の
中

止
。

△
 1

5
0

一
般

6
1

3
産

業
振

興
課

農
業

振
興

事
業

5
.中

止
・
延

期
農

業
関

係
団

体
に

よ
る

事
業

の
中

止
及

び
縮

小
。

△
 4

2
6
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■
歳

出
（
商

工
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

商
工

振
興

事
業

3
.継

続
チ

ャ
レ

ン
ジ

戦
略

支
援

事
業

費
補

助
金

に
つ

い
て

、
令

和
３

年
度

よ
り

新
た

に
実

施
さ

れ
た

「
商

店
街

地
域

力
向

上
事

業
感

染
症

対
策

事
業

」
が

令
和

４
年

度
も

継
続

実
施

さ
れ

、
10

商
店

会
が

申
請

し
た

。
4
,2

4
8

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

商
工

振
興

事
業

4
.縮

小
チ

ャ
レ

ン
ジ

戦
略

支
援

事
業

費
補

助
金

に
つ

い
て

、
当

初
予

定
し

て
い

た
イ

ベ
ン

ト
19

事
業

の
う

ち
、

２
事

業
を

中
止

し
た

。
△

 3
,9

2
4

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

利
子

補
給

等
事

業
2
.拡

充
令

和
４

年
度

中
の

事
業

資
金

特
別

融
資

又
は

小
口

零
細

事
業

資
金

特
別

融
資

の
申

請
に

つ
い

て
、

売
上

減
少

の
比

較
期

間
を

「
前

年
同

期
」
か

ら
「
１

年
前

か
ら

４
年

前
の

い
ず

れ
か

の
同

期
」
と

し
た

。
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
以

外
も

含
む

。
5
2
,3

8
9

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

中
小

企
業

者
等

追
加

経
済

対
策

事
業

3
.継

続
令

和
２

、
令

和
３

年
度

に
引

き
続

き
、

商
店

会
活

性
出

店
支

援
金

事
業

を
継

続
し

た
。

さ
ら

に
、

令
和

２
年

度
及

び
令

和
３

年
度

の
本

制
度

の
実

績
、

事
業

者
・
商

店
会

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

含
め

た
報

告
書

を
令

和
４

年
６

月
に

作
成

し
た

。
6
2
,1

0
0

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

く
ら

し
地

域
応

援
券

事
業

3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

ウ
ク

ラ
イ

ナ
情

勢
等

の
影

響
に

対
す

る
緊

急
経

済
対

策
と

し
て

、
市

民
へ

の
生

活
支

援
と

市
内

事
業

者
支

援
を

目
的

に
、

1
,0

00
円

以
上

の
買

い
物

ご
と

に
１

枚
使

え
る

50
0
円

分
の

割
引

券
11

枚
（5

,5
00

円
分

）
を

全
市

民
に

配
付

し
た

。
8
6
5
,2

4
7

一
般

7
1

3
産

業
振

興
課

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

の
運

営
事

業
5
.中

止
・
延

期
消

費
者

団
体

バ
ス

借
上

。
△

 1
0
5

一
般

7
1

3
産

業
振

興
課

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

の
運

営
事

業
5
.中

止
・
延

期
消

費
者

団
体

講
座

謝
礼

金
。

△
 1

5

■
歳

出
（
土

木
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

8
1

2
交

通
企

画
課

交
通

安
全

対
策

事
業

5
.中

止
・
延

期
バ

ス
借

上
料

に
つ

い
て

、
交

通
安

全
協

会
や

地
域

交
通

安
全

活
動

推
進

委
員

の
バ

ス
研

修
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

3
0

一
般

8
1

2
交

通
企

画
課

地
域

交
通

対
策

事
業

1
.新

規
物

価
高

騰
の

影
響

を
受

け
て

い
る

乗
合

バ
ス

事
業

者
お

よ
び

タ
ク

シ
ー

事
業

者
に

、
運

航
継

続
支

援
金

を
交

付
す

る
こ

と
で

事
業

継
続

を
図

り
、

市
民

の
日

常
生

活
に

お
け

る
移

動
手

段
の

確
保

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

。
1
8
,2

0
0

■
歳

出
（
教

育
費

）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

2
1

教
育

企
画

課
校

舎
等

施
設

維
持

管
理

（
小

学
校

）
3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
を

防
ぐ

と
と

も
に

、
教

職
員

に
よ

る
消

毒
作

業
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

放
課

後
の

消
毒

業
務

を
（
公

社
）
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
た

。
1
5
,2

0
6

一
般

1
0

2
3

教
育

支
援

課
一

般
管

理
経

費
（
小

学
校

）
3
.継

続
児

童
の

安
心

安
全

な
学

習
環

境
を

確
保

し
つ

つ
教

育
活

動
を

着
実

に
継

続
す

る
た

め
、

感
染

症
対

策
に

必
要

と
な

る
物

品
を

購
入

し
た

。
6
,9

4
4

一
般

1
0

3
1

教
育

企
画

課
校

舎
等

施
設

維
持

管
理

(中
学

校
)

3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
を

防
ぐ

と
と

も
に

、
教

職
員

に
よ

る
消

毒
作

業
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

放
課

後
の

消
毒

業
務

を
（
公

社
）
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
た

。
1
0
,1

5
5
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

3
2

指
導

課
一

般
教

育
振

興
事

業
(中

学
校

)
5
.中

止
・
延

期
中

学
校

連
合

音
楽

会
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,2
4
6

一
般

1
0

3
3

教
育

支
援

課
一

般
管

理
経

費
（
中

学
校

）
3
.継

続
生

徒
の

安
心

安
全

な
学

習
環

境
を

確
保

し
つ

つ
教

育
活

動
を

着
実

に
継

続
す

る
た

め
、

感
染

症
対

策
に

必
要

と
な

る
物

品
を

購
入

し
た

。
1
,7

8
4

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
学

級
・
講

座
開

催
事

業
4
.縮

小
サ

イ
エ

ン
ス

フ
ェ

ス
タ

に
つ

い
て

、
出

展
ブ

ー
ス

を
減

ら
し

た
こ

と
に

よ
る

運
営

委
託

料
の

減
額

(新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
以

外
の

理
由

に
よ

り
生

じ
た

減
額

を
含

む
)。

△
 4

,2
3
6

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
未

来
を

ひ
ら

く
は

た
ち

の
つ

ど
い

4
.縮

小
合

唱
団

体
や

市
民

交
響

楽
団

の
出

演
を

見
合

わ
せ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

(新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
以

外
の

理
由

に
よ

り
生

じ
た

減
額

を
含

む
)。

△
 1

,0
4
7

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
社

会
教

育
関

係
団

体
等

育
成

援
助

事
業

4
.縮

小
講

師
謝

礼
及

び
バ

ス
借

上
料

補
助

金
の

申
請

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
,2

6
7

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
武

蔵
野

地
域

学
長

懇
談

会
事

業
4
.縮

小
五

大
学

寄
付

講
座

の
一

部
中

止
、

五
大

学
正

規
科

目
聴

講
料

補
助

金
の

申
請

減
及

び
学

長
懇

談
会

の
一

部
中

止
に

よ
る

減
額

。
△

 5
,5

8
8

一
般

1
0

6
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
市

民
体

育
大

会
事

業
4
.縮

小
春

の
市

民
体

育
大

会
に

つ
い

て
、

一
部

の
競

技
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 8

9
3

一
般

1
0

6
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
各

種
体

育
事

業
4
.縮

小
各

種
競

技
力

向
上

事
業

開
催

委
託

の
う

ち
一

部
の

事
業

が
中

止
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

(新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
以

外
の

理
由

に
よ

り
生

じ
た

減
額

を
含

む
)。

△
 1

,3
4
7

一
般

1
0

6
3

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
四

中
温

水
プ

ー
ル

開
放

事
業

4
.縮

小
個

人
開

放
の

う
ち

、
武

蔵
野

温
水

プ
ー

ル
で

の
大

会
・
イ

ベ
ン

ト
等

開
催

時
の

四
中

温
水

プ
ー

ル
の

代
替

使
用

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 9
1
3

■
歳

出
（
国

民
健

康
保

険
事

業
会

計
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

国
保

2
7

1
保

険
年

金
課

傷
病

手
当

金
3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

給
与

所
得

が
減

少
し

た
国

保
加

入
者

の
傷

病
手

当
金

の
支

給
（
令

和
２

年
度

か
ら

の
継

続
実

施
）
。

1
,5

9
4

■
歳

出
（
介

護
保

険
事

業
会

計
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
一

般
介

護
予

防
事

業
費

5
.中

止
・
延

期
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

を
休

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,4

3
8

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
一

般
介

護
予

防
事

業
費

6
.代

替
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

の
休

止
の

代
替

と
し

て
、

高
齢

者
向

け
の

レ
シ

ピ
と

栄
養

に
関

す
る

知
識

を
掲

載
し

た
チ

ラ
シ

の
発

行
、

高
齢

者
向

け
レ

シ
ピ

動
画

の
配

信
、

栄
養

講
話

を
実

施
し

た
。

4
9
0

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
一

般
介

護
予

防
事

業
費

3
.継

続
介

護
普

及
啓

発
事

業
で

従
来

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

に
加

え
、

令
和

２
年

度
に

作
成

し
た

在
宅

で
で

き
る

フ
レ

イ
ル

予
防

動
画

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
を

継
続

。
1
7
5
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令
和

４
年

度
決

算
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

額
に

つ
い

て
（

歳
入

の
内

訳
）

■
歳

入
（

一
般

会
計

）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

12
民

間
保

育
所

等
利

用
者

負
担

（保
育

料
）徴

収
金

　
現

年
度

分
子

ど
も

育
成

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
欠

席
し

た
日

数
に

応
じ

、
保

育
料

を
減

額
。

△
 4

,3
3
5

一
般

13
公

立
保

育
所

利
用

者
負

担
（保

育
料

）徴
収

金
　

現
年

度
分

子
ど

も
育

成
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

欠
席

し
た

日
数

に
応

じ
、

保
育

料
を

減
額

。
△

 1
,4

6
3

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

対
策

費
負

担
金

健
康

課
市

が
支

弁
し

実
施

し
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

費
用

に
対

す
る

負
担

金
。

60
5,

07
8

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

体
制

確
保

事
業

費
補

助
金

健
康

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

体
制

を
確

保
す

る
た

め
の

経
費

に
対

す
る

補
助

金
。

1,
1
05

,7
4
1

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
地

方
創

生
臨

時
交

付
金

企
画

調
整

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
す

る
地

方
公

共
団

体
の

取
組

み
を

支
援

す
る

た
め

の
補

助
金

。
48

9,
89

7

一
般

14
保

育
対

策
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
子

ど
も

育
成

課
市

内
保

育
施

設
に

対
し

て
、

職
員

が
感

染
症

対
策

の
徹

底
を

図
り

な
が

ら
保

育
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

か
か

る
補

助
金

の
増

額
。

15
,8

50

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
金

子
ど

も
子

育
て

支
援

課
子

育
て

世
帯

生
活

支
援

特
別

給
付

金
事

業
に

伴
う

事
業

費
に

関
す

る
国

庫
補

助
金

の
増

額
。

11
6,

16
3

一
般

14
子

育
て

世
帯

等
臨

時
特

別
支

援
事

業
費

補
助

金
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
育

て
世

帯
等

臨
時

特
別

支
援

事
業

に
伴

う
事

業
費

に
関

す
る

国
庫

補
助

金
の

増
額

。
8,

4
46

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
金

生
活

福
祉

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
生

活
困

窮
者

へ
の

支
援

対
応

強
化

に
か

か
る

交
付

金
。

81
,6

88

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
事

務
費

補
助

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

（令
和

３
年

度
繰

越
分

）
に

係
る

事
務

費
に

対
す

る
補

助
金

の
皆

増
。

29
,3

58

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
事

務
費

補
助

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

（令
和

４
年

度
課

税
情

報
を

活
用

し
た

プ
ッ

シ
ュ

型
給

付
）に

係
る

事
務

費
に

対
す

る
補

助
金

の
皆

増
。

32
,0

07

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
事

業
費

補
助

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

（令
和

３
年

度
繰

越
分

）
に

係
る

事
業

費
に

対
す

る
補

助
金

の
皆

増
。

12
4,

50
0

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
事

業
費

補
助

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

（令
和

４
年

度
課

税
情

報
を

活
用

し
た

プ
ッ

シ
ュ

型
給

付
）に

係
る

事
業

費
に

対
す

る
補

助
金

の
皆

増
。

17
2,

60
0
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会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

14
電

力
・ガ

ス
・食

料
品

等
価

格
高

騰
緊

急
支

援
給

付
金

事
務

費
補

助
金

地
域

支
援

課
電

力
・
ガ

ス
・食

料
品

等
価

格
高

騰
緊

急
支

援
給

付
金

事
業

に
係

る
事

務
費

に
対

す
る

補
助

金
の

皆
増

。
29

,2
49

一
般

14
電

力
・ガ

ス
・食

料
品

等
価

格
高

騰
緊

急
支

援
給

付
金

事
業

費
補

助
金

地
域

支
援

課
電

力
・
ガ

ス
・食

料
品

等
価

格
高

騰
緊

急
支

援
給

付
金

事
業

に
係

る
事

業
費

に
対

す
る

補
助

金
の

皆
増

。
64

1,
40

0

一
般

14
学

校
保

健
特

別
対

策
事

業
費

補
助

金
教

育
支

援
課

学
校

教
育

活
動

の
着

実
な

継
続

の
た

め
、

密
閉

・
密

集
・
密

接
を

回
避

し
、

児
童

生
徒

・教
職

員
等

の
感

染
症

対
策

に
必

要
と

な
る

物
品

の
購

入
に

係
る

経
費

の
補

助
。

12
,9

63

一
般

15
私

立
幼

稚
園

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

事
業

費
補

助
金

子
ど

も
育

成
課

私
立

幼
稚

園
に

対
し

て
、

子
供

を
安

心
し

て
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
た

め
の

経
費

に
か

か
る

補
助

金
の

増
額

。
2,

2
09

一
般

15
区

市
町

村
と

の
共

同
に

よ
る

感
染

拡
大

防
止

対
策

推
進

事
業

費
補

助
金

高
齢

者
支

援
課

感
染

拡
大

防
止

対
策

事
業

に
か

か
る

補
助

金
。

2,
2
31

一
般

15
障

害
者

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
物

価
高

騰
緊

急
対

策
支

援
金

障
害

者
福

祉
課

区
市

町
村

が
実

施
す

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
へ

の
物

価
高

騰
緊

急
対

策
事

業
 に

対
す

る
、

東
京

都
の

補
助

金
。

16
,0

84

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
自

殺
防

止
対

策
事

業
補

助
金

健
康

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
応

す
る

た
め

に
拡

充
し

た
自

殺
防

止
対

策
事

業
に

対
す

る
補

助
金

。
2,

0
46

一
般

15
在

宅
要

介
護

者
の

受
入

体
制

整
備

事
業

補
助

金
高

齢
者

支
援

課
感

染
症

対
応

レ
ス

キ
ュ

ー
ヘ

ル
パ

ー
に

か
か

る
補

助
金

。
3,

9
88

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

保
育

施
設

等
の

臨
時

休
園

等
に

対
す

る
支

援
事

業
補

助
金

子
ど

も
育

成
課

認
証

保
育

所
に

対
し

て
、

市
の

要
請

や
同

意
を

受
け

て
臨

時
休

園
し

た
場

合
や

児
童

が
登

園
自

粛
し

た
日

数
に

応
じ

て
保

育
料

を
軽

減
し

た
場

合
の

経
費

に
か

か
る

補
助

金
の

増
額

。
2,

9
39

一
般

15
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

機
能

強
化

事
業

補
助

金
生

活
福

祉
課

自
立

相
談

支
援

機
関

の
強

化
及

び
市

独
自

事
業

の
事

務
費

の
強

化
に

か
か

る
補

助
金

。
4,

9
47

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
区

市
町

村
緊

急
包

括
支

援
補

助
金

（医
療

分
）

安
全

対
策

課
自

宅
療

養
者

等
に

対
す

る
食

料
品

・日
用

品
等

の
支

援
に

関
す

る
補

助
金

の
増

額
。

38
,0

64

一
般

15
雨

水
流

出
抑

制
補

助
金

下
水

道
課

雨
水

浸
透

施
設

助
成

金
に

つ
い

て
、

戸
別

訪
問

P
R

活
動

機
会

の
減

少
に

よ
る

減
額

。
△

 7
,2

5
4

一
般

15
統

計
調

査
員

確
保

対
策

事
業

事
務

委
託

金
総

務
課

統
計

調
査

員
確

保
対

策
事

業
の

実
施

に
か

か
る

委
託

金
。

△
 1

0
9

一
般

15
建

設
工

事
統

計
調

査
事

務
委

託
金

総
務

課
建

設
工

事
統

計
調

査
の

実
施

に
か

か
る

委
託

金
。

△
 5

8

一
般

18
財

政
調

整
基

金
繰

入
金

財
政

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

財
源

と
し

て
財

政
調

整
基

金
を

取
り

崩
し

た
。

76
9,

41
8

- 55 -



■
歳

入
（

国
民

健
康

保
険

事
業

会
計

）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

国
保

1

医
療

給
付

費
分

現
年

課
税

分
、

後
期

高
齢

者
支

援
金

分
現

年
課

税
分

、
介

護
納

付
金

分
現

年
度

課
税

分
、

医
療

給
付

費
分

滞
納

繰
越

分
、

後
期

高
齢

者
支

援
金

分
滞

納
繰

越
分

、
介

護
納

付
金

分
滞

納
繰

越
分

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
税

の
減

免
。

△
 9

,8
5
0

国
保

3
特

別
調

整
交

付
金

保
険

年
金

課
傷

病
手

当
金

の
支

出
実

績
へ

の
10

分
の

1
0
の

交
付

金
（
特

別
調

整
交

付
金

の
う

ち
、

傷
病

手
当

金
へ

の
充

当
分

）
。

1,
6
25

国
保

3
特

別
調

整
交

付
金

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
税

の
減

免
実

績
へ

の
10

分
の

1
0の

交
付

金
（
特

別
調

整
交

付
金

の
う

ち
、

当
該

減
免

へ
の

充
当

額
分

、
過

年
度

相
当

分
を

含
む

）
。

5,
1
47

■
歳

入
（

後
期

高
齢

者
医

療
会

計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

後
期

1
現

年
度

分
特

別
徴

収
保

険
料

、
現

年
度

分
普

通
徴

収
保

険
料

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
料

の
減

免
。

△
 3

2
3

■
歳

入
（

水
道

事
業

会
計

）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

水
道

-
水

道
料

金
水

道
部

総
務

課
一

時
的

に
支

払
い

が
困

難
と

な
っ

た
方

を
対

象
に

最
長

１
年

の
支

払
い

猶
予

。
令

和
５

年
６

月
時

点
の

支
払

猶
予

後
支

払
い

が
さ

れ
て

い
な

い
料

金
等

　
2
2件

　
上

水
12

0
,6

80
円

△
 1

2
1

■
歳

入
（

下
水

道
事

業
会

計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

下
水

-
下

水
道

使
用

料
水

道
部

総
務

課
一

時
的

に
支

払
い

が
困

難
と

な
っ

た
方

を
対

象
に

最
長

１
年

の
支

払
い

猶
予

。
令

和
５

年
６

月
時

点
の

支
払

猶
予

後
支

払
い

が
さ

れ
て

い
な

い
料

金
等

　
2
2件

　
下

水
49

,7
1
7円

△
 5

0
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■影響額（歳出） （単位　千円）

1.新規 2.拡充 3.継続 4.縮小 5.中止・延期 6.代替 合 計

 １．議会費 △ 3,017 △ 3,017

 ２．総務費 219 490 42,076 △ 7,994 △ 17,348 10,730 28,173

 ３．民生費 869,831 208,825 345,987 △ 23,582 △ 1,396 19,986 1,419,651

 ４．衛生費 1,459,776 △ 26,074 △ 2,844 1,430,858

 ６．農業費 △ 5 △ 2,344 △ 2,349

 ７．商工費 52,389 931,595 △ 3,924 △ 120 979,940

 ８．土木費 18,200 △ 330 17,870

10．教育費 34,089 △ 18,291 △ 1,246 14,552

合　　計 888,250 261,704 2,813,523 △ 79,870 △ 28,645 30,716 3,885,678

国民健康保険事業会計 1,594 1,594

介護保険事業会計 175 △ 1,438 490 △ 773

888,250 261,704 2,815,292 △ 79,870 △ 30,083 31,206 3,886,499

1.新規　…　新たに実施した項目　　　　　　 4.縮小　…　事業を縮小した項目

2.拡充　…　拡充した項目（令和４年度） 5.中止・延期　…　事業を中止又は延期した項目

3.継続　…　昨年度に引き続き実施した項目 6.代替　…　中止・延期した事業の代わりに実施した項目

■影響額（歳入） （単位　千円）

歳入増 歳入減 合 計

12．分担金及び負担金 △ 4,335 △ 4,335

13．使用料及び手数料 △ 1,463 △ 1,463

14．国庫支出金 3,464,940 3,464,940

15．都支出金 72,508 △ 7,421 65,087

18．繰入金 769,418 769,418

合　　計 4,306,866 △ 13,219 4,293,647

国民健康保険事業会計 6,772 △ 9,850 △ 3,078

後期高齢者医療会計 △ 323 △ 323

水道事業会計 △ 121 △ 121

下水道事業会計 △ 50 △ 50

4,313,638 △ 23,563 4,290,075

令和４年度決算における新型コロナウイルス感染症の影響額について（総括表）

影響額

影響額

総合計

特別
会計

款

特別
会計

総合計

款

一
般
会
計

一
般
会
計

公営
企業
会計

※影響額の調査対象は一般会計、特別会計

及び公営企業会計。

※影響額の詳細については歳出／歳入の

内訳のとおり。

※影響額の減額は特に明記が無い限り当初

予算との比較。

※軽微な影響などにより、掲載できていない

内容もあります。
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